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I (1)ウチナー ジュニアスタディ ー事業概要 I 
①【目 的】

沖縄県の沖縄県系人子弟を本県に招待し、県内の同世代の青少年 と生活をともにしながら沖縄の歴史
や文化等を学ぶことにより、海外移住者 子弟の母県・沖縄との絆を深めるとともに、世界のウチナーネ
ットワ ー クを担う次世代の人材育成 を図る。

② ［事業内容】
本事業は、事前学習、学習プログラム及び報告会 で構成する。

博前学習（県内参加者及び県内青年リ ー ダー のみ） 1 

•平成27年7月4 日（土）13 : 00 "-'16 : 30 
•平成27年7月18日（土）13 : 00 "-'16 : 30 

浮習プログラム、報告会（最終日） 1 

•平成27年8月2 日（日） ～8月8日（土）

Iアフタ ーイベント（県内参加者及び県内青年リ ー ダー のみ） 1 

•平成27年11月7日（土） ～8日（日）
JICA沖縄主催 国際交流・協カフェスティバル

※参加者が作成した、事業紹介パネル展示

③【参加者】
女海外参加者
＊国内参加者
＊青年リ ー ダー

: 13------19歳までの海外県系人15名
：沖縄県内の中学・高校生 15名、県外の高校生1名
：海外1名 県内1名

合計33名

④【学習プログラム概要】
(1)自然学習

沖縄の自然や動植物等に触れ、その大切さを学ぶ。
(2)歴史学習

沖縄の歴史的な史跡等を巡り、沖縄の歴史と琉球王朝時代のロマンに触れる。
(3)文化学習（伝統工芸・芸能体験）

沖縄の歴史から生まれた工芸・芸能 等の文化を知り体験する。
(4)平和学習

沖縄の戦跡等を巡り、戦争の歴史を学ぶとともに、平和について考える。
(5)社会 学習

沖縄での生活を経験し、沖縄の現状を知る。
(6)移民学習（重点項目）

沖縄県の移民の歴史を学び ワ ク／ョップを通して、ウチナーンチュアイデンテイティ ー を
再認識する。
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⑤【学習プログラム詳細】．． 
事前学習 （県内参加者対象、 全二回）

県内 参加者を対象として、 ホストとして県外 参加者を受入れる心
構えを持たせることを目的に、学習プログラムが始まる一 ヶ月前に、
二回の事前学習を実施しました。 移民社会についての学習、参加者
自身が伝えたい 「今の沖縄」をまとめたプレゼンテー ション作り、
ボランティアとしてサポー トしてくれる事業のOBOG との交流を行
いました。

自然学習

ビーチでは、 世界に誇る美しい海を満喫しながら、 仲間との交流
を深める時間を持ちました。 リ ー ダーを中心にレクリエー ションを
行ったり、 海でゲームをしたり、 みな全身で沖縄の自然に触れてい
ました。

また、 一週間滞在した糸満青少年の家では、亜熱帯の植物に囲ま
れた環境の中、広場を利用してバーベキュ ーとキャンプファイヤー

を行いました。 そこでは、OBOGと交流しながら、ウチナーネットワ
ークの繋がりを深め、 国籍や言葉を越えての絆が生まれました。

歴史学習

かつて、 小さい王国ながらアジア諸国との中継貿易で栄え、 多様
な文化を取り入れながら独特の文化を育んできた琉球王国。 その成
り立ちをバスで学習し、 王国の中心だった首里城を見学しました。
2名の琉球史研究家の解説の元、 かつて琉球が日本や東アジアを結
ぶ世界の架け橋となっていたことや、軍事力ではなく文化で評価さ
れていたことを学びました。 また、 沖縄戦で大勢の命を助けた移民
帰りの人の話を聞き、移民と沖縄戦の繋がりを知る機会にもなりま
した。

文化学習（伝統工芸・芸能体験）

同世代の中高生が演じる故郷の英雄をモチーフにした歴史劇・現
代版組踊「肝高の阿麻和利」の稽古場を訪れ、 振付を指導してもら
いながら、 沖縄の芸能を体験しました。 さらに、参加者は滞在期間
中に踊りを習得し、 フェアウェルパーティーでは、 衣装をまとって
発表しました。

また沖縄こどもの国では、 昔ながらの民家を見学しながら、 古く
から衣類の染色に重宝してきた藍を使って藍染体験を行いました。
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平和学習

今年は戦後70年。 今も未収集の遺骨が残り、 まだ戦争は終わっ
ていないという見方もある中で、平和の礎を訪れて各参加者の家族
の戦争の記憶を辿りました。 そして、ひめゆり平和資料館を訪問し、
戦争に巻き込まれ、 犠牲となった同世代の若者たちに思いをはせ、
彼らの心情に触れました。 ］レー ツである沖縄の戦争を追体験した後
は、 世界の紛争や貧困の現状を考え、 「現在の世界の平和構築に必
要なものは何か」をディスカッションして、 自分達ができる平和へ
の取り組みを考えました。

全プログラムの拠点となる糸満市は、 平和学習の他にも、 漁業や
農業が盛んな町として知られています。 糸満ならではの珍しい魚や
野菜、 それらを使ったユニークな加工品などが豊富に揃った道の駅
いとまんを訪れ、特性を生かした地域振興を学びました。 フォトス
カベンジャーハントという手法を使い、 「ターゲット リ スト」にあ
るお題の写真を撮りながら、 県民の生活の場を体験しました。

移民学習
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沖縄移民の多様性を学び、 アイデンティティーについて考え、 世
界のウチナーネットワ ークを知る機会を持ちました。 まず、 アルト
ゥ ーロ国際交流員から、おばあさんの体験を通してペルー移民につ
いて教えて頂きました。 その後、 「わたしはなに人？」と 自分のア
イデンティティーを考えるワ ークショップ行い、祖父母の時代から
繋がる「ウチナーンチュ 」である自分たちの関係と向き合いました。
さらに、 次世代のウチナーンチュ ネットワ ークを築いているWYUA
の活動を学び、自分たちがそのネットワ ークを作る一員であること
を意識させ、 ネットワ ークの未来について考えました。

各グ）レープで企画した、世界のウチナーンチュ 大会に向けての取
り組みを発表しました。 若者ならではの視点で、自分たちが参加し
たい内容を取り入れました。

また、 ウチナージュ ニアスタディ ーから得た多くの学びや、仲間
と共に深めた絆について、保護者やホームステイ先、 関係者に伝え
し、 その経験を今後どう還元していくのか、参加者一人一人が自分
の進路と向き合って考えた、 「行動宣言」を発表しました。
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女ウチナージュニアスタディ＿2015全行程
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| (3)総括 ・ 成果 I 
平成 13年(2001年）に開催された「第3回世界のウチナーンチュ大会」のプレイベントとして始ま

った「ジュニアスタディー ツアー」が「ウチナージュ ニアスタディー事業」の名称で継続され、 今年で
15回目の節目となりました。 これまでに事業に参加した若者は総勢600名を越えており、 若者のウチナ

ーネットワ ーク形成に大きく寄与しています。 今年度のウチナージュ ニアスタディー （以下、UJS)は、
来年開催の「第6回世界のウチナーンチュ大会」のプレイベントとして位置づけられており、 最終日の
報告会では、 大会を意識した若者ならではの企画を発表しました。

今年は、 「より深い学び、 より深い気付き、 より深い交流」をモットーに、 言葉の壁を越えた絆を作
り、参加者が共有できる「沖縄」をつくることを目指してプログラムを構築してまいりました。

今年度事業の運営の方針とその成 果は下記3点です。

＊ 戦後70年の節目に、 平和学習へ三つの視点
プログラムの拠点となる場所を糸満市に置き、 より深い「平和」への学びを作りました。 一つ目の

視点は、 「同世代」の戦争体験を追体験すること。 ひめゆり平和祈念資料館を訪れ、 体験者の話に耳
を傾けました。 二つ目は、 「家族」の体験に思いを寄せること。 あらかじめ調べてきた家族の戦没者
の名前を、 平和の礎を訪ねて探す時間を持ちました。 三つ目は、 「未来」に向けた平和構築のあり方
を話し合うことです。 平和を作るために必要なことは何か、 話し合いました。 これらの視点を取り入
れた一連の学習内容は、参加者が普遍的な「平和」に対しての考えを深めるきっかけとなり、 海外参
加者からは、 もっと沖縄戦について学びたいとの声が多く出され、 国内参加者からも、 平和について
率直に意見交換できたことで、 一番印象強いプログラムだったとの感想が出ていました。

＊ 次の再会を目指して、 「世界のウチナーンチュ 大会」のUJS企画の提案
一週間様々な学びや交流を通して、参加者たちは次世代のウチナーネットワ ークの担い手としての

意識が高まっていきました。 最終日の報告会では、 来年、 またはその次の世界のウチナーンチュ大会
に、 どのようなイベントがあれば参加したいか、 自分達が関わりたい企画を提案しました。 報告会に
は、 第6回世界のウチナーンチュ大会の事務局長も出席頂き、 若い発想で企画された内容を興味深く
聞いて頂きました。

＊ 事業後の学びの場の提供、 アフターフォローの充実
プログラムの最後に、 各 自「行動宣言」を行いました。 『語学を上達させたい』 『沖縄文化を学び

伝えていきたい』『自分の見つけた課題を克服していく』など、全員が前向きな宣言をしていました。
そうしたプランの実行のために、 私たちはネットワ ーク作りを支援し、 スキルアップの場を提供して
います。 一週間のプログラムで感じたウチナーンチュとしての誇りや、 ウチナーネッ トワ ークの絆を
持って、 今後参加者がグローバルな視点を持って沖縄を見ていき、 文化の発展や継承に貢献していけ
るように、 今後もサポー トしていきたいと思います。
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I (4)プログラム運営体制図
I 

沖縄県からの受託事業者として、（公社）青年海外協力協会沖縄事務所、(NPO法人）万国津梁人財ネッ
トワ ーク、 東武トップツアーズ（株）沖縄支店が共同企業体を形成し、 沖縄県と連携しながら本プログラ
ムの運営を行った。

公益社団法人青年海外協力協会(JOCA)は、今年派遣50周年を迎える青年海外協力隊の帰国ボランテ
ィアを中心に、個人会員及び全都道府県OB会等の団体がその構成メンバーとなっています。沖縄事務所
においては、JICA沖縄国際センタ ーでの開発教育支援事業に6年間携わっており、 日本と世界の繋がり
と課題、 それを解決するための方法について、参加者一人一人の自己学習意欲を引き出す “場づくり “を
モットーとし、 「次世代のグローバル人材」として意識を持てるようなプログラムを実施しています。

NPO法人万国津梁人財ネットワ ー クは、 国際的に活躍できる人材育成と、 世界各国との文化交流・ ビ
ジネス交流拠点としての沖縄の発展に寄与することを目的として設立されたNPO法人であり、 アジア青
年の家、 アジアユース人材育成プログラム等を手掛け、 沖縄とアジアの若者の人材育成活動を展開して
いる。

東武トップツアーズ株式会社は、 「お客様満足度1 0 0 %+ a」を合言葉に、 満足度向上を目指し、
県内における人材育成や環境整備、 新しいかたちのエンタ ーテイメント企画開発といった様々な要素を
含んだ観光産業事業に取り組んでいる。 特に観光立県沖縄においては、 沖縄の未来を見据え、 行政・各
関係機関と相互連携をはかる真の観光振輿事業の展開に向けた事業展開に力を注ぎ、 観光産業クラスタ
ーとして、また観光産業界のオヒ゜ニオンリ ーダーとしてグローバルな視点に立った事業を展開している。

主催：沖縄県

知事公室広報交流課

課長 金城敦

交流推進監 下地 誠

主任 西宮 翔太

国際交流員 当山 アルトゥ ーロ

朴 埃祉

ラマ ーゼス ホセ

総括責任者：

JOCA沖縄享務所

所長 加藤 秀一

プログラム企画：NPO法人

万国津梁人財ネットワ ー ク

開 梨香

比嘉 朝香

企画運営：

JOCA沖縄事務所

池田 紘子

ロジ⑯空券手配）：

東武トップツアー ズ株式会社

新垣 安男、 佐藤 真一

看護師：伊波良剛

チュ ー ター：泉友一郎、 照屋ルジア美雪、 新垣麻莉亜

ボランティア：事業OB、 OG22名
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I (5)制作物など

ウチナージュニアスタディ ー事業の趣旨を踏まえ、 参加者の一体感の醸成や沖縄の文化、 ウチナーネ
ットワ ークを伝えることをコンセプトに下記のような携行品を作成した。

①名札（青：県内参加者 オレンジ：海外参加者）

Miki 

河嘱累ウチナージュニアスタディ ＿

事業の参加者です．
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② ポロシャツ（グリ ーン：参加者 紺：スタッフ）

③横断幕
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海外参加者 16 名

No 氏 名 アルファベッ ト 年齢 国 名 県人会名 趣味

1 ジョセフ 海 レッドモン ド JOSEPH KAI REDMOND  1 7  アメ リカ合衆国 ワ シン ト ン 州 沖 縄 県 人クラブ 音楽

2 クック エリ カ COOK ERIKA 1 8  アメ リ カ合衆国 インディアナ沖縄県人会 絵を描く こと、 読書

3 安座間 キミェ KIMIE AZAMA 1 6 アメ リ カ合衆国 ニューヨ ーク沖縄県人会 コ ーラス 、 ハイキング、 演劇

4 熱田 仁奈 ATTA NINA 1 9 ポリ ビア 多 民族 国 ポリ ビア沖縄県人会 バレーポール

5 山城 太 一 YAMASHIRO TAICHI 1 6  ポリ ビア 多 民族 国 ボリ ビア沖縄県人会 スポーツ全般

6 アラカキ アキラ ARAKAKI AKIRA 1 8  ペルー共和国 ペルー沖縄県人会 合気道、 エイサー、 三線

7 イシサカ イレ イジョ ニコル ジュン ISHISAKA IREIJO NICOLE JUUN 1 9  ベルー共和国 ペルー沖縄県人会 エイサー

8 オカネク ッツミ ケンタ OKANEKU TSUTSUMI KENTA 1 5  メキシコ合衆国 メキシコ 沖縄県人会 サッカー 、 ギター、 料理 、 演

， 知 念 アマンダ ノエミ カ ワ カミ CHINEN AMANDA NOEMI KAWAKAMI 1 5  ブラジル連邦共和 国 ブラジル沖縄県人会 バイオ リ ン

1 0  高安 ジュリ オ ヒ ロ マサ TAKAYASU JUUO HIROMASA 1 7  ブラジル連邦共和 国 ブラジル沖縄県人会 フットサル

1 1 祖堅 ラケル アケミ SOKEN RAQUEL AKEMI 1 3  ブラジル連邦共和国 カンポグランデ沖縄県人会 エイサー

1 2  ウエハラ アグスティン エセキエル UEHARA AGUSTIN EZEQUIEL 1 8  アルゼンチン共和国 在亜沖縄県 人連合会 エイサー 、 サッカー

1 3  安慶名 ミチ カ リ ナ MICHELLE KARINA AGENA 1 5  アルゼンチン共和国 在亜沖縄県 人連合会 エイサー 、 三線

1 4  金城 巴奈 ONG AI LIN ( KINJO HANA) 1 3  マ レーシア マ レーシア沖縄会 ダンス

1 5  宋 宇成 SONG WOOSUNG 1 4  大韓民国 韓国沖縄県人会 歌、 ギター、 サッカー

1 6 く 青 年 リ ーダー＞ KOICHI KISHIMOTO 1 9  アメリカ合衆国 ワ シン トンDC沖縄会
空手、 陸上、 ピアノ 、 サッ

岸本 ネスター カー、 エイサー

，

 



県内参加者 17 名

No 氏名 ふ り がな 学校名 学年 趣味

1 饒平名 美妃 よへな みき 普天間 中 学校 3 テニス 、 ピアノ 、 珠算、 音楽鑑賞

2 神里 晏朱 かみざと あんじゅ
昭和薬科大学付属 中 学

3 ピアノ
校

3 喜納 彩 きな さやか 那覇 中 学校 3 ピアノ 、 水泳、 読書

4 上原 あ り さ う え は ら あ り さ 興南 中 学校 2 ダンス 、 英語スピーチ

5 潮平 洋治 しおひら よう じ 北山高校 3 太鼓、 音楽

6 山瀧 美紅 やまたき みく 前原高校 3 
ベ リ ーダンス 、 フィンランド語、 ロ シア語、
ベンパルとの文通

7 城間 咲 しろま さき 北谷高校 3 音楽、 英語

8 友寄 奈美紀 ともよせ なみき 宜野湾高校 2 音楽鑑賞 ・ バ レーボール

， 員壁 純也 まかべ じゅんや 陽明高校 2 三線・ 読書

1 0  久高 拓也 くだか たくや 首里東高校 3 ギター ・ 映画鑑賞

1 1 阿武 真帆 あんの まほ 興南高校 2 音楽鑑賞 、 空手

1 2  金城 香鈴 きんじょう か り ん 真和志高校 2 運動 ・ 人との交流

1 3  金城 早紀 きんじょう さき 豊見城南高校 3 音楽鑑賞

1 4  平 良 恵理奈 たいら え り な 久米島高校 3 ピアノ ・ 三線

1 5  芳沢 雅 よしざわ みやび 八重山高校 2 読書 ・ 食べること

1 6  仲濱 美海 な か はま みうみ 東京都立大山高校 2 オペラ、 三線

1 7  
く 青年 リ ーダー ＞

みやざと とわ 城西 国 際大学 2 ダンス 、 三線 、 バドミントン、 映画鑑賞
宮里 翔和

1 0  
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Name School/Country 係 person in charge 

1 
クック エリカ アメリカ合衆国

副班長COOK ERIKA USA 

2 
オカネク ッツミ ケンタ メキシコ合衆国

班長OKANEKU TSUTSUMI KENTA Mexico 

3 
金城 巴奈（キンジョウ ハナ） マ レーシア

ワークショップ
ONG Al LIN Malaysia 

4 上原 ありさ 興南中学校
健康管理

Ansa Uehara Kanan Junior High School 

5 山瀧 美紅 前原高校 レクリエーション
M,ku Yamatak, Maehara H,gh School 

6 宮里 翔和 University of Jyosei 
食事Towa M,yazato 城西国際大学

サ一

Group 「Maju n （ まじゅん） 」

Name School/Country 係 person in charge 

1 岸本 ネスター アメリカ合衆国 レクリーエション
KISHIMOTO NESTER USA 

2 
祖堅 ラケル アケミ ブラジル連邦共和国

食事SOKEN RAQUEL AKEMI BraZlI 

3 安炭名 ミチ カリナ アルゼンチン共和国
ワ ークショップ

MICHELLE KARINA AGENA Argentine 

4 
虹壁 純也 陽明高校

健康管理
Jyunya Makabe Yomei High School 

5 仲演 美海 東京都立大山高校
副班長

M1um1 Nakahama Tokyo Oyama High School 

6 阿武 真帆 興南高校 班長
Anno Maho Kounann High school 

Group 「Tundere （ ツンデレ ） 」

Name Schoo 1/ Country 係 person in charge 

1 アラカキ タング アキラ エンリケ ベルー共和国
副班長ARAKAKI TANG AKIRA ENRIQUE Peru 

2 
宋 宇成 大韓民国

健康管理
SONG WOOSUNG Korea 

3 
知念アマンダ ノエミ カ ワカミ ブラジル連邦共和国

班長CHINEN AMANDA NOEMI KAWAKAMI Bra21I 

4 
平 良 恵理奈 久米島高校 レクリエーション＆ワークショッブ
Erina Taira Kumejima High School 

5 喜納 彩 那覇中学校 食事Sayaka Kina Naha Junior High School 

urouD I nヽ lー 1 wo-uo1s 1 

Name School/Country 係 person in charge 

1 熱田 仁奈 ポリ ビア多民族国
ワークショップATTA NINA Bol1v1a 

2 
ジョセフ 海 レッドモンド アメリカ合衆国

レクリエーションJOSEPH KAI REDMOND USA 

3 
高安 ジュリオ ヒロマサ ブラジル連邦共和国

副班長TAKAYASU JULIO HIROMASA Brazil 

4 金城 香鈴 真和志高校
健康管理Kann K,n」yo Mawash1 High School 

5 久高 拓也 首里東高校
班長Takuya Kudaka Syun-H1gash1 High School 

6 饒平名 美妃 普天間 中 学校
食事M加 Yohena Futenma Junior High School 

Group 「 Cacao」

Name School/Country 係 pe rson in charge 

1 安座間 キミエ アメリカ合衆国
健康管理KIMIE 紅AMA USA 

2 
ウエハラ アグスティン エセキエル アルゼンチン共和国

食事UEHARA AGUSTIN EZEQUIEL Argentine 

3 潮平 洋治 北山高校
班長You」, Sh1oh1ra Hokuzan High School 

4 城間 咲 北谷高校 レクリエーション＆ワークショッブ
Sak, Shiroma Chatan High School 

5 神里 晏朱 昭和薬科大学付属中学校
副班長An」yu Kam,zato Showa yakka Junior High School 

Group 「美らLINDA」

Name School/Country 係 person in charge 

1 
イシサカ イレイジョ ニコル ジュン ベルー共和国

班長ISHISAKA IREIJO NICOLE JUUN Peru 

2 
山城 太一 ポリビア多民族国

食事YAMASHIRO T AICHI Bo|IVIa 

3 
金城 早紀 豊見城南高校

副班長Sak, K1nJyo Tom1sh1ro-minam1 High School 

4 友寄 奈美紀 宜野湾高校
健康管理Nam1k1 Tomoyose G,nowan High School 

5 芳沢 雅 八重山高校 レクリエーション＆ワークショップ
Miyabi Yoshizawa Yaeyama High School 



I ( 8 ) 講師紹介 I 
担当科 目

干

（首里城ガイ ド）

干

（アイ デンテ イ テ ィ ー

ワ ーク シ ョ ッ カ

干

（パ フ ォ ーマ ンス
ワ ーク シ ョ ッ プ）

（ ウ チナーネ ッ ト ワ
ーク の活用）

講

琉球史研究家 喜納 大作
1 984 年生まれ。 沖縄国際大学大学院地域文化研究科修士課程修了 。
地域研究グルー プ シマ ミ グイ 、 南島地名 研究セ ンタ ー幹事。 地域
文化の研究 と それを地域に還元す る こ と を理念に現在 も 活動中。
共著に 『知れば知 る ほ どお も し ろ い 琉球王朝のすべて』

琉球史研究家 山城 彰子
1 984 年生まれ。 琉球史、 主に女性史 を研究。
琉球大学非常勤講師。
留学生 を 中心に、 琉球史や沖縄事情につ いて レ ク チ ャ ー し て い る 。

沖縄 NGO セ ンタ ー (ONC) 嘗銘 優香
県内で数少な い国際協力 に携わ る市民団体で 、 開発教育 ・ 国際理
解教育 フ ァ シ リ テー タ ー を務めて います。 第 5 回世界の ウ チナー

ンチ ュ 大会で は プ レイ ベ ン ト と し て 「 レ ッ ツ ス タ デ ィ ー ！ ワ ール
ド ウ チナー ンチ ュ 事業」 で 県 内 の生徒た ち と 移民先の県系人を結

んだ り 、 移民学習教材 「 チ ャ ン プ レア ン ド」 や 「移民か る た 」 な
どの作成 に も 携わ り ま し た 。

TA0 Factory 代表 蔵嘗 慎也
伝統的な 「組踊」 を現代風に ア レ ン ジ し た 舞台 を制作 ・ 演出 ・ プ
ロ デュ ース 。 若 い世代の子供 た ち が沖縄各地の歴史や伝承 を題材
に ミ ュ ー ジカ ル仕立て の エ ン タ ーテ イ ン メ ン ト を演 じ ます。 1 999
年 「肝高の阿麻和利」 の初演以来、 その舞台 は海外へ も 広が っ て
います。 2004 年か ら 沖縄の移民の父 「嘗山久三 ロ マ ン～未来の瞳」
を金武町で年 1 回 、 本公演 し て います。

ひめゆ り 平和祈念資料館 学芸員 古賀 徳子
南風原文化セ ン タ ー職員 な ど経て現職。 ワ ー ク シ ョ ッ プや フ ァ シ
リ テー シ ョ ンの実践を続け、 特に平和教育の手法 を 磨 いて き ま し
た 。 こ れま での沖縄に お け る 平和教育 は ど う だ っ た のか、 こ れか
ら どんな形で平和教育 を進めて行けばいいのか を模索 し 、 参加型
手法の フ ォ ト ラ ンゲー ジや、 ロ ール プ レイ を通 し て沖縄の平和教
育 を作 っ て います。

世界若者ウチナー ンチュ連合会 (WYUA) 代表 玉元 三奈美
第 5 回世界の ウチナー ンチ ュ 大会 を き っ か けに沖縄本部 を 中 心に

「WYUA」 を発足。 ア メ リ カ ・ ハ ワ イ ・ ブラ ジル ・ ボ リ ビア ・ ペル
ー ・ アルゼ ンチ ン ・ イ ギ リ ス に支部 を置 く 。 沖縄の未来 を担 う 人
材の創 出 、 交流の場を作 り 、 「世界の ウ チ ナー ンチ ュ 」 の発展 を
担 う こ と を 目 的 と し 、 活動中 です。

沖縄 こ どもの国 吉岡 由恵
明治末期か ら 大正 に か け て の農家のたたずま い を復元 し た 国登録
有形文化財 「沖縄市ふる さ と 園」 に て 、 地域の風俗、 習慣、 歴史
を肌で感 じ なが ら 、 衣類の染色に昔か ら 重宝 し て きた藍染めにつ
いて学び、 手拭い染めの体験を行います。
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事前学習 7/4 （ 土 ） • 7/ 1 8 （土）

■ 第一 回 事前学習
日時 ： 平成 27年度7月 4 日 （土） 13: 00 "'"' 16: 30
場所 ： J I  C A沖縄国際センター 多目的室
目的 ： 県内参加者を対象とし、 ホストとして県 外 参加者を受入れる心構えを持たせる。

時間 内容 詳細 担 当 ／講師
1 3 : 00- 1 3 : 30 事業概要説 明、スタ 事業 の趣 旨、 心構 え等の説明 沖縄県

ッフ紹介
1 3 : 30- 1 4 : 1 s  I 参加者 自 己紹介、 チ 1 I JOCA 加藤

ー ム ビルデ ィ ング
14 : 1 5- 14 : 30 昨年度 プログラ ム 写真 を使っ て 昨年度 の 内容 を紹介 昨年度参加者

伊佐 茉倫
14 : 40- 1 5 : 30 I 沖縄移民の歴史講座 ①フ ォ ト ラ ンゲー ジ 古謝 敦子氏

②南米移民 の解説 （沖縄県ボ リ ビ ア
③ 「 も う ひ と つ の オキ ナ ワ 」 上映 派遣教師）

1 5 : 35- 1 6 : 30 沖縄紹介 プ レゼンテ ①沖縄の 良 さ の ア レーンス トー ミ ンク ｀ JOCA 池 田
ーシ ョ ン作戦会議 ②7 ゜ レセ ‘ヽ ンテーシ ョ ン の 内容、グルー プ分 け

＊ 「次世代の ウ チナーネ ッ ト ウ ー ク 」 を担 う 、 人材育成事業
沖縄県広報交流課 からプログラムの概要の説 明 があ り 、 「 一 週間の交流を通して、 今後海 外

との架け橋となる人材に育って ほしい。 参加することのできなかった応募者の分までし つ か
り と学んで ほしい」と メ ッセー ジが送られました。 また、 昨年度参加した伊佐茉倫さんは、
本事業を通 じて自分 から発信する大切さを学んだと伝え、 「 言語の壁は関係ない。 とにかく積
極的に楽しんで ！ 」とア ドバイスがあ り ました。

＊ 沖縄移民の歴史 を知 る 一受 け継がれ る ウ チナー文化
参加者は古謝先生が撮影した写真を見ながら、 南米の移民社会を想像していきました。 沖

縄のお菓子を作って、 「母県」の味を守 り 続ける 2世のおばあさんのエ ピ ソ ー ドを聞いた り 、
ビデオで三線を練習する子ども達の姿を見た り し、 「 地球の反対側で 『沖縄』 が繋がっている
こ とに感動した」、 「 初めて知る こ とで驚いた」と、 感想を共有しました。

＊ ホ ス ト と し て海外参加者 を迎え る 一 沖縄紹介プ レゼ ンテ ー シ ョ ン作成
海 外 参加者の沖縄への憧れを知った参加者。 ホストとして迎えるため、 自分たちが伝えた

い 「今の沖縄」について、 アイ ディアを出し合い、 発表の準備を進めていきました。 どのよ
うな発表をしたら海 外 参加者が喜んでくれるかを考えながら、 沖縄の伝統や歴史を調べる中
で、 参加者自身が沖縄について学ぶ時間にもな り ました。

1 4  



■ 第二回 事前学習
日時 ： 平成 27年7月 18 日 （土） 1 3: 00 ,..___, 1 6: 30 
場所 ： J I  C A沖縄 国 際センター 多目的室
目的 ： 学習プログラムで実施する沖縄紹介プ レゼンテー シ ョ ン作成。

時間 内容 詳細
1 3 : 00- 14 : 00 発表準備 | 

14 : 1 5- 14 : 50 リ ハ ー サル ①沖縄 の食べ物 ②沖縄の観光
計 4 グルー プ ③沖縄の伝統 ④りチナーンチュの人柄

14 : 50-1 6 : 00 プ レセ｀ ンテーショ ン改善 内 容、 発表 の仕方 を 見直す

16 : 00- 16 : 30 交流プログラ ム レ ク リ エ ーシ ョ ン、 ダンス

＊ 工夫 を凝 ら し た グルー プ発表

担当 ／講師

ボ ラ ンティア

参加者それぞれが調べた内容をグループでまとめ、 発表に 向 けての準備が始まりました。
パワ ー ポイントを使い、 効果的にイ ラストや写真を入れて、 分かり易くまとめていったり、
劇を取り入れたり、 三線の実演をしたりと、 グルー プ ごとに工夫を凝らしていました。 リ ハ
ーサル後にスタッフからフィ ー ドバックを受け、 話し方の間、 聞き手に 問 い かける内容を心
掛けるなど、 プレゼンテー シ ョ ンのポイントを学びました。

＊ 年度 を越 え た事業の繋が り を実感。 OB 、 OG と の交流
OB 、OGがボランティアとして積極的にプログラムに関わる こ とは、 本事業の大きな特徴で

す。 プレゼンテー シ ョ ンの準備を一段落させた後、 初 日 のオ リ エンテ ー シ ョ ンで海外参加者
と一 緒に行うレク リ エ ー シ ョ ンを体験しました。 一度体験する こ とで、 海外参加者に 自 分達
でJレールを説明 できる よ うにし、 自分から声をかけてホストの姿勢を見せて ほしい、 と事業
の先輩としてのねらいを伝えました。 まだ緊 張している様子が見えた参加者でしたが、 様々
なレク リ エ ー シ ョ ンや ダンスを通して自然と笑顔が溢れ、 少しずつ個性を見せ始めていまし
た。
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学習7ロIf=;ム (-8 目 ］ 8/2 ( 8 )

時間 内容 詳細 担 当 ／講師
1 0: 00- 1 1 : 3 0  開講式 趣 旨説 明 、 スタッフ紹介

オリ エ ンテ ーシ ョ ン I 資料配布 、 参加者 自 己紹介
1 3 : 00-14 : 00 オリ エ ンテ ーシ ョ ンII 沖縄紹介 プ レゼ ンテ ーシ ョ ン

グルー プの係決め
14 : 00- 1 5 : 3 0 交流プログラ ム レ ク リ エ ーシ ョ ン、 ダンス
1 6  : 00-1 8  : 00 ウェルカ ム パ ー テ ィ ー

■ 開講式 ・ オ リ エ ンテ ー シ ョ ン
日 時 ： 平成 27 年度 8 月 2日 （ 日 ） 10: 00 "--' 14 : 00 
場所 ： J I  C A沖縄国際センター 多目的室

ボ ラ ンテ ィ ア

目的 ： ①参加者同士の交流を深める と 共に、 本事業の目的 ・ 内容を確認して事業への理解
促進を図る。

②県内参加者が沖縄紹介プレゼ ンテー シ ョ ンを実施する。 また、 グルー プに分 かれ
て係決めを行う。

内容 ： 沖縄県広報交流課 から本事業の趣旨説 明 があり、 海外の県人会の役割や、 次世代の
リ ー ダー と しての期待が伝えられました。 また実施団体代表の加藤から、 「 一週間 と
いう時間はす ぐに過 ぎてしまう。 自分の目標を立てて欲しい」とプログラムを充実
させるためのア ドバイスがあり、 「 交流して 自分を成長させたい」、 「ここにいる全員
と 友達になる」等、 各 々 目標を考えました。

午後には、 県内参加者が事前学習で準備した、 「 自分たちが伝えたい沖縄」を紹介
しました。 クイ ズや演奏で工夫した発表は、 「 知らないことが学べたし、 たくさん笑
った」と好評でした。 ブラジルやボ リ ビア参加者の反応 から、 「もしかしたら、 私よ
りも深く知っている人がいるかもしれない」と感じた参加者もおり、 「 （だからこそ）
この事業を通してたくさんのこ と を学びたい」、 と 一日の振り返り ノ ー トに書いてい
ました。
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■ 交流プ ロ グ ラ ム （ ボ ラ ンテ ィ ア企画）
時間 ： 平成 27 年 8 月 2 日 （ 日 ） 14 : 00 ,.__., 1 5 : 30 
場所 ： J I  C A 沖縄国際セ ン タ ー 多 目 的室
目 的 ： レ ク リ エ ー シ ョ ン を 通 し て 参加者 同 士 、 OG • OB と の 交流 を 深 め る 。
内 容 ： 国 際交流の事業 の 先輩 で あ る ボ ラ ン テ ィ ア が 担 当 す る 、 恒例企画。 ま ず は顔 と 名 前 を

覚 え る よ う に と 、 自 己 紹介 を し な が ら ジ ャ ン ケ ン ゲ ー ム が 始 ま り 、 徐 々 に 参加者 の 緊
張が解 け て い き ま し た。 「 人 間 知 恵 の 輪」 で は 、 事前学習 で コ ツ を 覚 え た 参加者が ジ ェ
ス チ ャ ー を使い な が ら リ ー ドす る 様子 も 見 ら れ ま し た。 「 片 言 で も 心 を こ め た ら 通 じ た
か ら 楽 し か っ た 」 と 、 言葉 の壁 を 越 え た 交流 の 場 を持つ こ と が で き ま し た。

■ ウ ェ ルカ ム パー テ ィ ー

日 時 ： 平成 27 年 8 月 2 日 （ 日 ） 1 6 : 00 ,...__, 1 8 : 00 
場所 ： J I  C A 沖縄国際セ ン タ ー 体育館

【 式次第】
1 . 歓迎の挨拶

2 . 乾杯の音頭

3 . 参加者代表挨拶

4. 海外県人会 自 慢
5 . 参加者 による余興

( 1 ) 三線演奏

( 2) エイサ ー

( 3 ) ダンス
(4) ベリ ーダンス
( 5) プラジルのダンス

沖縄県知事公室
広報交流課 課長 金城 敦

沖縄ブラジル協会 会長 西原 篤 ー

～ 食事 ・ 懇談～
金城 香鈴 （真和志高校）
アラカキ アキラ （ペルー ）
安座間 キミエ (U . S .A)
海外参加者 ( 16名 ／8ヶ 国）

饒平名 美妃 （普天 間 中 学校） 、 僕壁 純也 （ 陽 明 高校）
金城 香鈴 （真和志 高校） 、 金城 早紀 （豊見城南高校）
平 良 恵理奈 （久米島 高校）
潮 平 洋治 （北 山 高校）
上原 あ り さ （興南 中 学校）
山瀧 美紅 （前原高校）
知念 アマンダ ノエミ カ ワ カ ミ
祖堅 ラケル アケミ 、 高安 ジュリオ ヒロマサ

～ 記念撮影 ～
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内 容 ： 初日の最後には、 保護者や関係者を招 いてウ ェ ルカムパ ー ティー を行いました。 主催
者代表の金城課長から、 一週間のプログラムを積極的に取り組み、 「 同 じウチナ ーンチ
ュ としての絆を深め、 大いに刺激を受けて ほしい」、 と激励の言葉が贈られました。
余興では、 伝統芸能やそれぞれの得意分野を披露し、 会場を盛り上 げました。 昨年に
引 き続き実施した、 海 外 参加者が準備してきた各国の県人会 自 慢プレゼンテー ション
では、 運動会や ヒ゜ クニック等の様子が紹介され、 「 すべての国に共通して沖縄の伝統や
行事があった」（国 内 参加者）と、移住先で伝わる沖縄の文化を知る時間となりました。

-．．彎 .�.,.. ー-..I..→
, l • 一 —

主催者 あ い さ つ 乾杯 県人会 自 慢 プ レゼンテ ーシ ョ ン

三線 エ イ サ ー ダンス

ベ リ ー ダ ンス

事業参加者、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー及び参加 国 の各協会 な ど来場者
ブ ラ ジルの ダンス

1 8  



参加者の 「一 日 の振 り 返 り ノ ー ト 」 〖 一 日 目 〗

| ［ 沖縄紹介 プレゼンテ ー シ ョ ン、 海外参加者の 国 自慢 ＆ 県人仝 自慢 】 I
• 海 外 で も 11 本や沖縄の 文化や祝日 が あ る こ と に驚いた。 こ んな に 文化バ 浸透してい る と 思

っ ていだい っ た C ( I日 内 参加者 ・ 女）
・ 沖縄の 文化や食べ物 など、 音楽 も 11り かせてくれ、 と て も 楽 し（ く分 か り 易か っ た。
（海外参加者 ・ 男 ）

• 他の 国 の 県人会 の こ と も学べて 良 か っ たし、 も っ と 自分 の 県人会 に ついて
た。 （海 外 参加者 ・ 女）

| 【交流 プ ロ グラム ］ 1
• みんなウチナ ーンテュ ら しい な ど出 っ 之 0 ( I  ! 'I内参加者 ・ I人― )

い と 思 っ

・ 一気にみ んな と の 比離を縮め る こ と が できて、 と て も 楽しいっ た。 （、（何外参加者 ・ 女）
・ 日本語が話せなくて も 、 多くの参加者 と 話す こ と ができた。 （海 外 参加者 ・ 男 ）

i 〖 班行動で 自分の係 の仕事ができ ま した か。 積極的に プロ グラムに参加でき ま したが『
・ レク係に な っ だ ぴ） ロ レク リ エ ー シ ョ ン 0) と きに グルー プを並 （＇［せた り できた。

（国 内 参加者 。 女）
・ 少し恥ずかしかっ とけれど、 ダ ン ス や ク‘、一ームを積極的に参加で さ ！こ と 思 う 。

（海外参加者 ・ 女）
． 払 の グルー プは と て も 話 しやすい人ばか り な ので と て も 気 に入 っ た。 クーム の 時 も 一 生懸

命で、 と ても良 いグルー プだ っ だ。 （海外参加者 ・ 男 ）

| 【ウチナー ネット ゾ ー ク を担 う 一員 と して］］い感 じた こ と はあ り ・ニここL
• 海外参加者が、 ど う い う 沖縄 と の つな か り を持 っ てい る の か、 も ／） と 知 り た い と 思 っ

（国 内参加者 ・ 女）
． 何事 も 積極的に ！ （国内参加者 ・ 男 ）
• も っ と 沖縄 を学んで、 ネッ ト ワ ー ク を築いて いきたい。 そ して友達をたくさん作る ！

（海外参加者 ・ 女）
。 自 分が 撮 っ た写真を見せる こ と で 、 県 系 人 の みんなに沖縄へ の興味を持たせ、 沖縄を訪間

でき る よ う に な っ て ほしい （海外参加者 ・ 男 ）
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学習7ログラム （ 二日 目 ） 8 / 3 （ 月 ）

時間 内容
9 : 30- 1 0 : 00 県庁表敬

1 0 : 30-1 3 : 00 I 歴史学習

1 5 : 00- 18 : 00 移民学習

詳細

首里城見学

① ア ル ト ゥ ー ロ CIR の講話

② ワ ー ク シ ョ ップ

担 当 ／講師

喜納 大作氏
山城 彰子氏
① 沖縄県国 際交流員

当 山 樋 ロ アル ト ゥ ー ロ
② 沖縄 NGO セ ンター

1 9 : 00-20 : 30 I 文化学習 パ フ ォ ー マ ンス ワ ー ク シ ョ ップ I TAO フ ァ ク ト リ ー

■ 県庁表敬
日時 ： 平成 27 年 8 月 3日 （月） 9 : 30 ,---., 1 0 : 00
場所 ： 沖縄県庁 l 階 県民ホール
目的 ： 主催者への挨拶
【 県庁表敬 式次第 】
l . 沖縄県副知事
2 . 海外参加者代表
3 . 県内参加者代表
～ 記念撮影～

浦崎 唯昭
熱 田 仁奈 （ボリ ビア）
芳沢 雅 ・ （八重 山 高校）

内容 ： 沖縄県庁を訪問し、少し緊 張した面持ちで参加者代表の
2 名が決意表明 を行いました。 「 こ の事業をきっかけに
多くのウチナ ーンチュ と友達になり、ウチナ ー ネットワ
ー クの輪を広めていきたい」（ ボリ ビア ： 熱 田 仁奈） 、 「 将
来について仲間たちと意見交換をし、様々な視点を持ち
たい。 少しでも沖縄に貢献したい」（沖縄県 ： 芳沢 雅） 」、
と抱負 を述べました。 浦崎副知事からは、 「 将来世界で

蔵堂 慎也氏

活躍できるような、国際的視野を備えたウチナ ーンチュ 副知事あ い さ つ
とな ら れるよう頑張って下 さ い」、 と激励の言葉が送ら
れました。 この様子は県内のテレ ビニュ ースや紙面で紹介 さ れました。

ウチナージュニアスタディ ー 201 5
UCHINA JUN IOR STUDY 201 5  

沖縄県
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■ 歴史学習 ー 沖縄の歴史 と 文化

日 時 ： 平成 27 年 8 月 3 日 （月 ） 1 0 : 30 ,.._,_, 1 3 : 00 

場所 ： 首里城

講師 ： 喜納 大作 氏、 山城 彰子 氏

目 的 ： 沖縄が ど の よ う な歴史 を経て現在ま で至 っ た のか、 特に 「琉球王国」 の 時代 に 焦 点

を 当 て て琉球史 を学ぶ。 過去か ら 現在 の 沖縄 を つ な ぐ視点 を持たせ、 そ こ か ら 未来

へ の 可能性 を模索す る 視点を養 う 。

内容 ： 首里城の各名 所 を 見学 し なが ら 、 講師の解説 を 聞 く 。

結果 ： ま ずバ ス の 中 で琉球史 の説明 を 聞 き 、 琉球王 国 の 成 り 立 ち に ついて概要をつかみま

した。 そ の 後 、 首里城では言語別 に 2 グルー プに分かれて各名 所 を 回 り 、 宗教上や

風水 の 考 え が 立地に反映 さ れて い る こ と や、 メ イ ン と な る 正殿 に 見 ら れ る 日 本や 中

国 の 建築様式の特徴か ら 、 かつて琉球が ア ジ ア 近隣国 と 交易 か ら 大 き な影響 を 受 け

て い た こ と 等の話が 聞 け ま した。 ま た 、 首里城 に は聖域 と な る 御嶽 が た く さ んあ り 、

そ の こ と を 知 ら な い訪問者が踏みつ け て はい け な い石 を 踏んで し ま っ て い る 現状 を

上げ、 「文化 を尊重す る た め に は、 そ の 文化 を知 ら な け ればな ら な い。 知 ら な ければ

文化 を 守 る こ と も で き な い」 と 、 異文化交流の大切 さ が伝 え ら れ ま した。

■ 移民学習 一 県系人アル ト ゥ ー ロ 氏の講話 ・ アイ デ ンテ イ テ ィ ー ワ ー ク シ ョ ッ プ

日 時 ： 平成 27 年 8 月 3 日 （月 ） 15 : 00 ~ 18 : 00 

場所 ： 糸満青少年の家 研修室

講師 ： ①沖縄県 国際交流員 （ペルー ） 当 山 樋 ロ ア ル ト ゥ ー ロ 氏

②沖縄 NGO セ ン タ ー 嘗銘 優香氏

目 的 ： 沖縄か ら 海外に移民 と し て 輩 出 さ れ る よ う に な っ た歴史 を 学び、 現在の 沖縄県系社

会 に つい て 知 る 。 ま た 、 互いの ア イ デ ン テ イ テ ィ ー につ い て 考 え を 共有す る 中 で 、

同 じ ウ チナ ー ンチ ュ で あ り な が ら も 多様性 が あ る こ と を 知 る 。

内容 ： ① ペルー の 日 本移民、 一世のおばあ さ ん の話

② ア イ デ ンテ イ テ ィ ー を 考 え る ワ ー ク シ ョ ッ プ

結果 ： ① 県系 人 ア ル ト ゥ ー ロ 氏 の 講話

ペルー 出身の ウ チナ ー ン チ ュ で、 現在 は国 際交流員 と 活躍す る ア ル ト ゥ ー ロ 氏 を 講

2 1  



師に招き、 沖縄からペルーに移住した氏の御祖母様
の人生と、 御祖母様からの教訓を聞いて育った自身
の人生が語られました。 本事業の同行通訳でもある I ,し

こ とから、 アル ト ゥ ーロ氏の話は参加者にとって 身
近なもの と なり、 会場全体が氏の話に引 き込まれて
いました。 参加者た ち は移民についての理解が深ま
った上、 御祖母様の教 えに共感した こ と で、 「私も最
後 まであきらめない」などの決意の言葉が 自 然と 出 てきていました。

②全員に共通する 「沖縄」
アル ト ゥ ー ロ氏の講話の後は、 沖縄 NGO センターが講師を引 き継 ぎ、 移民学習をさ
らに深めるワ ー ク ショップが行われました。 「あなたは何人？」という問いから、 自
分の過去の経験を振り返り、 自分のアイ デンテ イ ティ ー について 考えました。 パ ー
センテー ジで示したグラ フ には、 大きさは違って も、 どの参加者にも共通する 「沖
縄」があり、 「だから こ そ、 こ こ に集まれた」、 と、
普段沖縄について 話す機会の少ない参加者は、 感慨
深 げに感想を伝えていました。 南米の参加者からは、

「沖縄で感 じる 『沖縄』 のアイ デンテ イ ティーと、
海 外 での 『沖縄』 は少し違う。 アジア人の少ない南
米では、 周 りの目もあり、 日常的にアイ デンテ イ テ
ィ ー ＝ 沖縄を意識している」、 と 発言があり、 日 系 人
が持つウチナ ーンチュ 意識の強さを知る場面でした。

■ 文化学習 ー パ フ ォ ー マ ン ス ワ ー ク シ ョ ッ プ 『 ダイ ナ ミ ッ ク 琉球』
日時 ： 平成 27年 8 月 4 日 （月 ） 19 : 00 "' 20: 30
場所 ： 糸満青少年の家 体育館
講師 ： T AO フ ァ クト リ ー 蔵嘗 慎也氏
目的 ： 伝統芸能 「組踊」を現代風にアレンジした舞台 「 現代版組踊」の一 部を体験する。

沖縄の多彩な文化を全身で感 じ、 チ ームが一体 と なる連帯感 と 達成感を味わう。
内容 ： 『 ダイ ナ ミ ック琉球』 の練習
結 果 ： 「肝高の阿麻和利」の舞台の卒業生を講師 陣に招き、

フ ェアウェルパ ーティー で披露する『 ダイ ナ ミ ック
琉球』 の振付練習 を行いました。 沖縄の音楽 と 踊り
が現代風にアレンジされた演舞は躍動感に溢れ、 海
外 参加者にも「かっ こ いい」と 思わせるものでした。
初めて 聞く人にとって も馴染みのある音と リ ズム、
「イ ー ヤ ーサーサ」の掛け声が参加者たち気持ちを
掻き立て、 会場には一体感が広がって いました。 一 緒に一 つのものを作り上 げる こ
とは、 参加者た ち の仲間意識を強めます。 こ の日 から 自 主練習 が始まり、 互いに教
え 合い高め合う時間が生まれました。 (8 月7日の第二 回ワ ー クショップに続く）
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参加者の 「一 日 の振 り 返 り ノ ー ト 」 〖 二 日 目 〗

・ 私たちのほうが近くに住んでいるのに知らないという事があったので、 こ れを通して も っと
い ろ んな こ とを知りたいと感 じた （国 内参加者 ・ 女）

。 首里城の鐘に も あった、 世界の架け橋となる人材の一人となりたい。 （国 内参加者 ・ 男 ）
・ 首里城は地下の土地が世界遺産である こ とや、 韓国や中国、 日本の間の文化の影響を受け

ている こ とがわかった。 （海外参加者 ・ 女）

| ［移民学習 ： 県系人アルト ゥ ーロ氏の講話、 アイデンテ イ テ ィーワ ーク シ ョ ッ プ] |
・ 県外の人たちが どれほ ど ウ チナ ーン チ ュ として自覚しているのかがわかって、 いい経験が

出来た。 （国内参加者 。 女）
・ （アルト ゥ ーロさんの話を聞いて） 自分の夢が大切だと感 じた。 （国 内参加 者 。 女）
． 違うバ ッ ク グラ ウ ン ドを持った人達と も っと交流したいと思った。 （海外参加者 ・ 女）
。 自分が ウ チナ ーン チ ュ として、 今から何をしないといけないかと深く考えた。

（海外参加者 ・ 男 ）

| ［文化学習 ： パ フ ォ ーマ ンスワ ーク シ ョ ッ プ 『 ダイナ ミ ッ ク琉球』 ］ 1
・ 歌の部分しかわからなかったけれ ど 、 知 っている参加者がいたので、 部屋で も たくさん練

習したい。 （国 内参加者 ・ 女）
・ ダンスがす ごくカ ッ コ 良かったので、 国に帰ったときに教 えたいなと思いました。

えたいです ！ （海外参加者 ・ 女）
・ ス ピー ドが上がるとついていけなくなるので、 も っと頑張りたい ！ （海外参加者 ・ 男 ）

| ［ 班行動で自分の係の仕事ができましたか。 積極的にプロ グラムに参加できましたか］ 1 
・ ワ ーク シ ョ ッ プは、 グループのみんなで積極的にい ろ んな話が出来た。 深い話 も いっぱい

でき、 いい経験になった （国内参加者 ・ 女）
・ 私の グループで良かった。 英語、 日本語の “ チ ャ ンプルー “ で コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンを取れ

ている。 （海外参加者 ・ 女）

| ［ ウ チナーネ ッ トワ ークを担う 一員として何か感 じ た こ とはありま し たか ] |
• 一人の ウ チナ ーンチ ュ として どうあるべきかを考え させられた。 行動に移していきたい。

（ 国 内参加者 ・ 女）
・ 移民の方 々 が どれだけ頑張ってきたかを も っと学び、 伝えていく必要があると思った。

（国 内参加者 曇 男 ）
・ なぜ沖縄が好きなのか 、 それを探しに UJS に参加しているのか も しれないなと思いました。

（国内参加者 ・ 女）
． 距離があって も 、 世界の ウ チナー ンチ ュ は絆を持つ こ とができる。 （海外参加者 ・ 女）
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学習7ロ，，，ラム ［ 三日 目 ） 8/4 （火）

時間 内容 詳細 担 当 ／講師
09 : 00- 10 : 00 I 平和学習 I 講義：世界 の現状 と 日 本の ODA の 必要性 JOCA 加藤

． �  � ． 
1 0 : 30-1 3 : 00 平和学習 II ひ め ゆ り 平和祈念資料館見学 ひ め ゆ り 平和祈念資料館

平和構築 ワ ー ク シ ョ ップ
14 : 1 5- 1 5 : 30 平和学習 III 平和 の礎見学

1 6 : 00- 1 8 : 30 1 自 然学習
—, 9 ● 9 9 , — ,-—•- -

ビー チ 交流

■ 平和学習 I ー 講義 ： 世界の現状 と 日 本の ODA の必要性

日 時 ： 平成 27 年 8 月 4 日 （火） 9 : 00 ,,...__, 1 0: 00 
場所 ： 糸満青少年の家 研修室
講師 ： JOC A 加藤 秀 一

学芸員 古賀 徳子氏

目 的 ： 日本は歴史 的にも、 世界でも一番援助を受けてきた国である。 そ の 日 本が受けてき
た援助の歴史を知り、 世界が置かれる現状について学ぶことで、 平和構築に必要 な
要素を考えるワ ー ク ショップを行う前の共通認識を持たせる。

内容 ： 日 本が受けてきた援助の歴史、 世界の現状

結果 ： プログラム 3 日 目 は平和学習が 中 心の一 日 でした。
最初の学習として、本事業統括責任者の JOCA 加藤か
ら、 世界の現状について講話を行いました。 ほとん
どの参加者にとっては、 学校では学ぶことの な い初
めて知る内容ばかりで、 日本とは全く環境が違う世
界の現状に驚いている様子でした。 本学習は特に国
内 参 加者に好評で、 命の ビ ザを発給した杉原千畝氏
のエ ピ ソ ー ドを初めて聞いた参加者からは、 「 敵 国 人
種 など関係なく命を救ったことは、 日 本人の誇り」との感想が出ていました。

また、 LARA 物資に 日 系 人が多く関わった こ とについては、 援助の面でも海 外 に移
民した人々との繋がりがある こ とを学びました。 「 いま、 私たちは何ができるか」、
最後に こ の問いを受け、 午後の平和学習へと進みます。
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■ 平和学習 II ー ひ め ゆ り 平和祈念資料館見学、 平和構築 ワ ー ク シ ョ ッ プ
日時 ： 平成 27 年 8 月 4 日 （火） 10: 30 ,..__, 1 3: 00 
場所 ： ひめゆり平和祈念資料館
講師 ： ひ め ゆ り 平和祈念資料館 学芸員 古賀 徳子氏
目 的 ： 日本で唯一 地上戦が繰り広げられ、 県 民の 4 分の 1 が犠牲になった沖縄。 戦後70年

の節 目 の年 に 、 ひめゆり学徒 隊の 「 同 世代」の戦争を追体験し、 命の尊さについて
考える機会とする。 資料館見学後には、 ワ ー ク シ ョ ップを通して、 平和構築のため
に 何が大切 か、 自 分 た ち に 何ができ る のかを話し合い、 一人 ひとりが平和構築の発
信基地 と なることを 目 指す。

内容 ： 資料館見学、 アニ メ 「 ひめゆり」鑑賞、 平和構築ワ ー ク シ ョ ップ

結果 ： まず、 ひめゆり平和祈念資料館を見学しながら、 当 時の同 世代が直面した戦争の現実
を学びました。 体験者の話を聞いた参加者は、 「時代の 中で強制的に戦争に協力しなけ
ればならなかったのは、 辛いし悔しい」 と感想を話していました。 また、 「沖縄戦の こ
とをこんなに 具体的に知った のは初めて」と話す海 外 参加者もいて、 その言葉 に 「驚
いた」と感じた 県内参加者もいました。
そして、 「 『平和』 をつくるための 9 つの方法」 をテー マ に、 平和を作るためにどのよ
うな行動が大切 か、 それぞれの政治や文化の違いを交えながら意見交換し、 平和構築
について深く掘り下 げていきました 。 ほとんどのグルー プがA （下記参照）を一 番大
切 だと選択、 「 一人 ひとり考えは違っても、 その人を理解することで、 周 りの人の考え
を変え、平和を創ることができる」、と意見を述べました。 これら一連の学習を通して、
戦争を他人事ではなく、 自分のルー ツ との繋がりを感じつつ、 命や平和の尊さをより
深く考える 内容となり、参加者からも、 「平和」についてみんなとディスカッ シ ョ ンで
きた こ とが一番印象に残っている、 との感想が 出ていました。

「平和」 を 作 る た め の 9 つ の方法 ※ 取 り 組むべ き こ と 、重要 だ と 思 う も の を ラ ン ク 付けす る 。
A 差別や偏見 を持たないで 一 人 ひ と り の人間の命 と 尊厳 を大切 にする。
B 国際交流の活勤 を お こ な っ て外国人 と友だち にな り 、 異文化 を理解する。
C ど んな形の暴力 も使わない。 他の人が暴力 を使 う こ と も許さない。
D 音楽やア ー ト 、 涸劇な ど を通 して、 平和 をテ ー マ に した イ ベ ン ト を開 く 。
E メ デ ィ ア （新聞やテ レ ビ、 イ ンタ ー ネ ッ ト な と ） を通 じて、 平和の大切 さ を訴える。
F ク ラ スや学校で、 「戦争」 「平和」 に つ いて話 し合 う 。
G 他の人 と意見が対立 した と き は、 わかるまで耳を傾け、 話 し合 っ て解決する。
H 国 と 国 と の争 い を平和 的 に解決するよ う 、 政治家 に はた ら きかける。
I あなたのアイ デ ィ ア
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■ 平和学習 田 一 平和 の礎見学
日時 ： 平成 27年 8 月 4 日 （火） 14 : 15 ,.._, 15: 30 
場所 ： 糸満平和祈念公園 平和の礎
目 的 ： 多くの民間人の犠牲が出た沖縄戦の事実を知ると共に、戦争で犠牲になった、「家族」

の記憶を辿る。
内容 ： 平和の礎を訪れ、 事前に調べてきた親族、 家族の名 前を探す。

結果 ： 参加者は、 礎に刻銘されている名前を一 つ一つ指でなぞりながら、 戦争で亡くなっ
た家族の名 前を探していきました。 同姓が多くいるため、 市町村だけの情報ではな
かなか見つけることができない中、 出発の時間 ぎりぎりに、 家族の名前を見つける
ことができた参加者もおり、静かに手を合わせていました。 海 外 参加者にとっては、
国で待つ誰 かの代わりに、 思いを託されてこの礎を訪れている人もおり、 写真を撮
る姿や、 礎の上に紙を重ね、 名前を写す姿も見られました。

■ 自 然学習 ・ 交流企画
日 時 ： 平成 27年 8 月 5日 （火） 16: 00 ,...__, 18 : 30 
場所 ： 美々 ビー チ
目的 ： 世界に誇る沖縄の美しい海 ・自然を満喫しながら、 仲間との絆を深める。
内容 ： 青年 リ ー ダー によるレク リ エ ー ション、 ビ ー チ交流

結果 ： 待ちに待った ビ ー チ交流の時間。 海 外 参加者は、 遠く
まで透き通った海と、 白 い砂浜に感動し、 走り回 って
沖縄の海を満喫していました。
青年 リ ー ダー の 2 人を中心に行った、 クイ ズやゲーム
を通して、 ビ ー チでの時間を通してさらにみんなと仲
良 くなれた、 と話していました。 また、 この時間に班
や宿 泊 部屋とは違う メ ンバ ー ヘ 自分 から話しかけてい
ったという参加者もおり、 「いつも一緒の メ ンバーでいるのではなく、 色々な人と交流
していくことも大切だと思った」と、 開 放的な海を前に、 参加者の親睦もより深まっ
たよ う です。
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参加者の 「一 日 の振 り 返 り ノ ー ト 」 ［ 三 日 目 〗

| 【 平和学習 ： 講義 世界の現状と日本のODA の可能性 】 I
・ 私た ち には何が出来 る のかし つ か り 考えたい （国 内 参加者 ・ 女）
・ 電気の無駄遣い など、 身近な こ と から変えていき、 自分達で平和を作っ ていきたい。

（国 内 参加者 ・ 女）
・「先進国は、 少し、 い ろ ん な こ とを考え な き ゃ いけない」とい う コ メ ン ト が良 か っ た。

（海外参加者 ・ 男 ）

| 【 平和学習 ： ひめゆ り 平和祈念資料館、 平和の礎 】 I
・ 私の ひいお じい ち ゃ んの名 前とおばあち ゃ んのお じさんとか身 内 の名 前も平和の礎 に刻ま

れていて名 前を見つけて触 っ て 、 手を合 わせ る こ とが出来た。 （国内参加者 ・ 女）
• 今 こ う して 生きてい る こ とお じい ち ゃ ん達に感謝し な いと 、 と思 っ た。 （国 内 参加者 ・ 女）
・ 人生で初 めて戦争体験者の話が聞けた。 （国 内 参加者 ・ 女）
・ 自分と同 じ苗字の名 前が刻 まれてい る のを見て、 親せきではな い こ とが わ か っ て も 、 悲し か

っ た。 （海外参加者 ・ 男 ）

| 【自然学習 ・ 交流プロ グラム ： ビーチレク リ エ ー シ ョ ン］ 1
• 海外参加者の言葉を理解す る のがとても大変だ っ たけど、 相 手も日本語を理解 し よ う とし

て く れた り 、 顔で笑 わせて く れた り したので、 こ う い う 交流も大切だと思 っ た。
（国内参加者 ・ 女）

・ チーム ビルデ ィ ン グで、 参加者がボデ ィ ーランゲ ー ジ を 使 っ てコ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン を試み
てい る 姿が面 白 か っ た。 （海外参加者 ・ 男 ）

| 【 班行動で自分の係の仕事ができましたか。 積極的 に プログラ ム に参加でき ま したか】 I
・ 点呼の と き など、 グループで声を掛け合 う こ とができ、 “ 協力 す る 心 “ が感 じられた。

（国内参加者 ・ 女）
・ 私た ちに何ができ る か等 、 グルー プでたくさんデ ィ スカ ッシ ョ ンができた。

（海外参加者 ・ 女）

| 【 ウチナ ー ネッ ト ワ ー クを担 う 一 員として何か感じた こ とはあ り ましたか 】 I
• 今私た ちはなにができ る のか っ て聞かれたときに答えがす ぐ にはでて こ なくて ダ メ だな ぁ

っ て思 っ たけど、 こ れか ら ゆ っ く り考 えて ち ゃ んと言 え る よ う な 人 に な り たい。
（国 内 参加者 ・ 女）

・ 私た ち の先祖が 体験 した経験を皆 が伝えてい く べきだと思 っ た。 （国内参加者 ・ 女）
• も っ と沖縄戦のバック グラウン ドの真実を見つけ、 も っ と沖縄の歴史を勉強して 、 友達に伝

え たい。 （海外参加者 ・ 女）
・ 沖縄 の 文化や習慣が失 われな い よ う に 、 沖縄の習 慣 を続け、 ボ リ ビ ア と沖縄の架 け橋とな り

た い。 （海外参加者 ・ 男 ）
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学習7ログヲム （ 四 日 目 ］ 8 / 5 ( 7.k)

時間 内容 I 詳細 担 当 ／講師
1 0 : 00- 1 2 : 00 社会学習 フ ォ ト ス カ ベ ン ジ ャ ーハ ン ト

� 
1 3 : 30- 1 6 : 30 移民学習 II ウ チナ ー ネッ ト ワ ー ク の活用 世界若者 ウ チナ ー ンチ ュ

1 7 : 00-2 1 : 00 自 然学習 ・ 交流 プ BBQ、 交流プログラ ム 、 キ ャ ン プフ ァ
ログラ ム イ ヤ ー

■ 社会学習 ー フ ォ ト ス カ ベ ン ジ ャ ーハ ン ト
日 時 ： 平成 27 年 8 月 5 日 （水） 10: 00 ,......, 1 2 : 00
場所 ： 道の駅いとまん

連合会 玉元 三奈美氏
ボ ラ ンテ ィ ア

I 

目的 ： 糸満市は、 平和学習の他にも漁業や農業が盛んな町として知 られている。 糸満なら
ではの珍しい魚や野菜、 それらを使ったユ ニ ー クな加工品 などが豊富に揃った道の
駅いとまんを訪れ、 地域特性を生かした地域振興を知る機会とする。

内容 ： グループ別に、 文化や食べ物に関 する 「 ターゲッ ト リ ス ト 」 にあるお題を写真に撮
り、 県民の 生活の場を垣間見る。

結 果 ： プログラム中盤のグルー プ活動であり、 参加者は夢中になって リ ス ト のお題を探し
て いました。 「 沖縄の伝統工芸 品」というお題に、 ミ ンサー の鞄を選び、 そ の 意味を
海外参加者に教える姿も見られたり、「海外参加者が作ったことがあるお菓子」 では、
ほとんどのグループがサーターアン ダ ギ ーを選んでおり、 県人会のイベン ト のとき
に沖縄料理が作られると紹介する姿もありました。 また、 写真をどのように撮る か
でグループ内で会話が弾んだようで、 グ）レー プ 内 のコ ミ ュ ニケ ー ションも活発に行
われていました。 働いている人や、買 い物に来ている人から話を聞いたりしながら、
新鮮な糸満の魚を堪能したりと、 地域の良さにも触れる機会となりました。

タ ー ゲ ッ ト リ ス ト （ 一 部）
• 手のひらサイ ズのハ イ ビスカス。
• お店で働 く 人 とハ イ タ ッ チ ！
• みち の駅の “ ばく だん “ を探せ。
• 仏壇に供えるもの。
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• 夏の島野菜と言え ば ？
・ シカ マ サ ン ド は同セ ンチ ？
・ 美 ら 海水族館で見 られる もの。



■ 移民学習 11 ー ウ チナーネ ッ ト ワ ー ク の活用
日時 ： 平成 27年 8 月 5日 （水） 1 3: 30 ,...___, 1 8 : 00 
場所 ： 糸満青少年の家 研修室
講師 ： 世界若者ウチナ ーンチュ 連合会(WYUA) 玉元 三奈美代表
目的 ： ウチナ ーンチュ の活躍を知 り、 ウチナ ー ネットワ ー クについて理解を深め、 自分の

できること ・ やりたいことを考える。
内容 ： ①WYUA 設立までの玉元氏の体験、 WYUA の活動、 ウチナ ー ネットワ ー クの活用 事例

② 「 悩んでいること、 悩 みを解決するための ヒ ント、 なりたい自分、 なりたい自分
になるための ヒ ント」を個人で考え、 グループで共有する。

結果 ： 次世代のネットワ ー ク作りを実践している、 「世界若者ウチナ ーンチュ 連合会」。 代
表の玉元氏 から、 自 身の体験から掴んだ、挑戦を続ける志についての話があった後、
現在のウチナ ーンチュ の繋がりについて、 具体的な事例紹 介がありました。 戦後、
生活に困窮する沖縄に、 ハワ イ から豚が送られたことについて、 「移民したウチナ ー

ンチュ に助けられた歴史を知り、 ネットワ ー クの大切さを知った」、 との感想が出て
いました。 移民社会で継承される取り組みとして、 ペル ー の参加者から、 県費留学
生や、 UJS参加者等が主体となって開催する沖縄祭りの紹介もありました。
後半の時間で は、 それぞれの悩 みや将来について考え、 互いの解決策を共有し合う
時間を持ちました。 UJS を半分終えて、 「 自 分 は今何をやるべきなのか、 改めて考え
させられた。 この機会をフル活用 してあと 3 日 間頑張りたい」、 と、 残りのプログラ
ムに対し、 気持ちを新たに取り組む姿勢を見せていました。

■ 自 然学習 ・ 交流プ ロ グ ラ ム （ ボ ラ ンテ ィ ア企画）
日時 ： 平成 27年 8 月 5 日 （水） 17: 00 ,..___,21 : 00
場所 ： 糸満青少年の家 屋 外広場
目的 ： 自然の下で食を囲 みながら交流を深め、 ボランティア 企画を通して言葉を越えた心

の繋がりをつくる。
内容 ： バーベキュ ー、 グループ対抗ゲー ム、 キャンプファイヤ ー 等
結果 ： ボランティ ア が準備してくれた様々なゲー ム。 色々な仲間たちと交流を深めてもら

おうと、 いつもと は違う新しいグル ー プ編成でゲ ームを行い、 笑いに囲まれた忘れ
られない思い出の時間となりました。 キャンプファイヤ ー を囲んで踊った後に は、
青年 リ ー ダーの一 声で ボランティア ヘのお礼の言葉が伝えられ、 こうした交流を 当
たり前にできると思うので はなく、 支えてくれる人達へ感謝の気持ちを表す大切さ
を気付くことができました。
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参加者の 「一 日 の振 り 返 り ノ ー ト 」 【 四 日 目 】
| 【社会学習 ： フォ トスカベンジャー ハント】 I
・ 沖縄の人ってあった かいな ぁ と思った （国 内参加者 ・ 女）
・グループ活動を通して、 みんながもっと近づいたと思う。 （海 外 参加者 ・ 女）
• お客さんに質問することや、 店 の 人とハイ タッチをする ミ ッ ションがあったが、 忙しい中

でも応 えてくれて、 ありがたいと思った。 （海 外 参加者 ・ 男 ）

| 【移民学習 ： ウ チナ ーネ ッ トワ ー クの活用 】 I
• うちなー ネットワ ー クの貢献人として、 皆で将来について考 えることが出 来たし、 意見を

共有し合 えたと思う。 （国 内 参加者 ・ 女）
• なりたい 自分に近づけていく方法を学ぶことができた。 （国 内参加者 ・ 男 ）
・ 改めて、 人との繋がりをもっと大事にしようと思いました。 （海 外 参加者 ・ 女）

| 【自然学習 ・交流プ ロ グラム ： B B Q、 レク リ エ ー ション、 キャンプファイヤ ―】 |
・自ら積極的にゲー ムに参加した （国 内 参加者 ・ 女）
・周りの人たちのおかげで、 楽しめていると感 じた （国 内参加者 ・ 男 ）
• これまでに経験した中で一番のアクテ イ ビティだった ！ （海 外 参加者 ・ 女）

| 【 班行動で自分の係の仕事ができましたか。 積極的にプ ロ グラムに参加できましたか】 I
・少しでもいいから、 海 外 参加者の 皆さんとたく さ ん喋れた。 （ 国 内参加者 ・ 女）
・グル ープがとてもうまく動いていた。 みんなに役割を持たせられた。 （海 外 参加者 ・ 男 ）

| 【 ウチナ ー ネットワ ー クを担う一員として何か感 じたことはありまし た か】 I
• 一人一人の 意識で、 す ごく身近なと こ ろ から情報発信が 出 来ていく の かなと思った。

（国内参加者 ・ 女）
・「 自分の 伝 え たいことが伝 えられる」 当 た り前だけど、 言葉が通じないと、 それは難しい。

「 言葉」 という壁の分厚さを知った。 壊したい。 （国内参加者 ・ 女）
・繋がりや共有だけをする ウ チナ ー ネットワ ー クではなく、必要を感 じたときに助け合 える、

家族 の ように生きていくことができるような絆を世界のウチナ ー ンチュ と作りたい。
（海 外 参加者 ・ 女）

一生の思い 出 と な っ た 、 交流プ ロ グ ラ ム の 時間
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学習7ログラム ［五日 目 】 8 / 6 ( * )

時間 I 内容 I 詳細 | 担 当 ／講師
1 0 : 00- 13 : 00 社会 ・ 文化学習 藍染体験、 古民家見学 沖縄 こ ど も の 国

14 : 30- 1 5 : 30 I 歴史学習 勝連城跡見学 l JOCA 神 田

1 6 : 00- 18 : 30 文化学習 「肝高 の 阿麻和利」 バッ ク ス テ ー ジツア ー 平 田 大ー 氏

I 

■ 社会 ・ 文化学習 一 藍染体験 、 古民家見学
日時 ： 平成 27 年 8 月 6（木） 10: 00 "--' 1 3: 00 
場所 ： 沖縄こどもの国 ふるさ と 園
講師 ： 沖縄こどもの国 吉 岡 由 恵氏

あ ま わ り 浪漫 の 会

目的 ： 参加者の祖父母や曾祖父母が生きた時代の生活を体感する。 自然の厳しさと恵みの
中で、 自然や人とのつながりを大切にしながら生きてきた沖縄の先人の知恵を学ぶ。

内 容 ： 藍染体験、 古民家見学

結果 ： 沖縄こどもの国の園 内 にある 「 ふるさ と 園 」 にて、 藍染体験を行いました。 沖縄の
古い家屋で昔ながらの染色を体験するこ と で、 昔の沖縄の人たちの知 恵や考え方を
学ぶこ と ができました。 ほとんどのプログラムは、 講演形式かディス カ ッ シ ョ ンを
行うものであるため、 参加者たちは集中力を必要 と しますが、 何気ない会話をしな
がらできる本プログラムは参加者たちの気持ちをリ ラックスさせ、 結 果的に交流が
促進されたようでした。 出来上がった手拭いをお土産 と して持ち帰るこ と ができた
と いうこ と も好評でした。
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■ 歴史学習 一 勝連城跡見学
日 時 ： 平成 27年 8 月 6 日 （木） 1 4 : 30 ,___, 1 5: 30 
場所 ： 勝連城跡
案 内 ： JOCA 神 田 青
目的 ： 「肝高の阿麻和利 」バックステー ジ ツアー の前に、 阿麻和利が城主だった城跡を訪

れ、 その人物像に触れる。
内容 ： 勝連城跡を見学
結 果 ： ユネス コ 世界遺産 「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の一 つ である勝連城跡。 ま

るで海に浮 かんだ城の よ うにも感 じ られる立地はとても美しく、 参加者を魅了 して
いました。 城主としてこの地域を栄えさせた阿麻和利の人となりや逸話を紹介し、
参加者は次のバックステージ ツアー ヘのイ メ ー ジを膨らませていました。

■ 文化学習 一 「肝高 の阿麻和利」 バ ッ ク ス テ ー ジツ ア ー ＆ ワ ー ク シ ョ ッ プ
日 時 ： 平成 27年 8 月 6 日 （木） 1 6: 00 ,,___, 1 8 : 30 
場所 ： うるま市市民劇場
講師 ： 平 田 大一 氏、 あ ま わ り 浪漫 の 会
目的 ： 同世代の 中 高生が 演じる故郷の英雄をモチ ー フにした歴史劇 ・ 現代版組踊で沖縄の

芸能を体験する。
内容 ： バックステージ ツアー 、 パフォー マ ンス体験ワ ー ク ショップ

結 果 ： 現代版組踊 「肝高の阿麻和利」の演出を手掛けてきた平 田 大ー 氏と、 舞 台を支える
「あまわり浪漫の会」を 中 心に、 肝高の阿麻和利バックステ ー ジ ツア ー ＆ ワ ー ク シ
ョップを実施しました。 本事業の参加者たちは、 最終日に披露する 「 ダイナ ミ ック
琉球」の練習が すでに始まっていたことや、直前に勝連城址を見学していたことで、
このワ ー ク ショップで肝高の阿麻和利 の全体像を見ることが できました。 キムタカ
キッズのパワ フルな歌と踊りに、 参加者たちのやる気 が掻き立てられ、 会場は終始
笑顔と笑い声であふれていました。 参加者たちは文化や 「本気さ、 真剣さ」は言葉
の壁を越えて人の心を動かすことを学んだ よ うでした。
アジアユ ース人材育成プログラムと 同時開催となり、 会場には 20 ヶ 国約 200名 の 中
高 生 が 一 堂に会し、 「 ダイナ ミ ック琉球」を全員で踊り、 大いに盛り上 が りました。
互いに話をする場面も見られ、 事業の枠を超えた交流が できました。
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参加者の 「一 日 の振 り 返 り ノ ー ト 」 【五 日 目 】

| 【文化 ・ 社会学習 ： 藍染体験、 古民家見学】 I
・伝統的な手法で藍染を体験し、 ひとり一人オ リ ジナルの も のを作ることができた。 一 定の品

質で大量に作られた も のか、 それぞれに味があるが少量の も のなのか、 どちらが良いの かと
いうことを考えさせられた。 （国 内参加者 ・ 男 ）

• も っと沖縄の伝統芸能を勉強したいと思った。 （海 外 参加者 ・ 女）
・ みんなのデザイ ンがそれぞれ違って、見るの も 作るの も お も し ろ かった。 （海外参加者 ・ 男 ）

| 【歴史 学習 ： 勝連城跡見学】 I
・ 歴史を書かれたまま受け止めるのではなく、 多角 的に見て

真実を見つけることが必要だと思った。 （国内参加者 ・ 男 ）
・ 次のアクテ イ ビティに繋がるいい内容だった。 （海 外 参加

者 ・ 男 ）
・ 城の歴史 も 、上 からの景色 も 最高だった。 （海外参加者 ・ 男 ）

| 【文化学習 ： 肝高の阿麻和利 バックステ ージ ッ ァ ―】 |
・ 鳥肌がたくさん立った （国内参加者 ・ 男 ）
・ 言葉が通じずと も 、 劇などの表現で通じることもあることがわ かった。 （国 内 参加者 ・ 男 ）
• とて も 感動したし、 す ごくカッ コ 良 かった。 ツアーを見た後は、 も っと ダンスを楽しめて

いる。 （海 外 参加者 ・ 女）

| 【班行動で 自分の係の仕事ができましたか。 積極的 に プログラムに参加できましたか】 I
• 今日は伝統を学ぶ日程だったのです ごく楽しめたし、 沖縄の新たな魅力を見つけた感じが

する。 （国内参加者 ・ 女）
• 自分だけ じ ゃ なく、 グルー プ全員が素晴らしい。 たった 5日間だけれど、 皆が友人であり、

助け合っている。 （海 外 参加者 ・ 男 ）

| 【ウチナ ー ネットワ ー クを担う一員として何か感 じたことはありましたか】 I
・歴史を紹介するときに文化を取り入れるといいんだなと思い、 行動を起こしてみようと思

った。 （国 内参加者 ・ 女）
• 阿麻和利 メ ンバーのように、 何事 も 一生懸命取り組んで、 伝統的な も のを継承していきた

いです。 （国 内 参加者 ・女）
• も っと歴史 上に残る偉大な人物について、 学んでいきたい。 （海 外 参加者 ・ 女）
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学習7ロIfヲム （ 六日 目 ） 8/7 （ 金 ）

時間 内容 I 詳細
09 : 00- 1 2 : 00 総合学習 振 り 返 り ＆報告会準備

1 3 : 00- 14 : 45 絆‘ 心 ム口、 巴子と9 刃白刃 報告会準備

1 5 : 00- 1 7 : 45 文化学習 パフ ォ ーマンス ワ ー ク シ ョ ップ

■ 総合学習 （報告会準備）
日 時 ： 平成 27年 8 月7 日 （金）9 : 00 ____, 1 4 : 4 5 
場所 ： 糸満青少年の家 大講堂
講師 ： JOCA 加藤 秀 一、 池 田 紘子

担 当 ／講師
JOCA 加藤、 池 田

TAO フ ァ ク ト リ ー

目的 ： UJS の大きな目的は、 「沖縄への理解と絆を深める こ と」、 「世界のウチナ ー ネットワ
ー クを担う人材育成」。 参加者はすでにネットワ ー クを リ ー ドしていく一員であり、
今回の経験を今後どう還元していくのか、 仲間と一緒に、 また個 人で何ができるの
かを考え、報告会で発表する。 5年に一度 開催される世界のウチナ ーンチュ 大会を実
践の場とし、 プログラムの企画を行う。

内 容 ： 一週間 の振り返り、 世界のウチナ ーンチュ 大会の企画。

結 果 ： 様々なプログラムを通して、 沖縄の自然、 歴史、 文化、 平和、 社会、 移民について、
理解を深めてきた参加者。 毎 日 の振り返り シー トを元に、 一週間の学びについて、 共
有し合いました。 具体的な学び以上に、 参加者の心に残ったのは、 「またみんなで会い
たい」、 「UJS が終わっても、 皆と繋がっていたい」という気持ちです。 色々なテ ー マ
で話し合い、 励まし合い、 絆を深めた仲間たちと、 未来のウチナ ー ネットワ ー クを繋
げるために何をしたいか、 今後の世界のウチナ ー ンチュ 大会での再会を目指して、 自
分たちが参加したい、 UJS の後輩たちに参加してもらいたい、 「 ウチナ ーンチュ 大会」
への企画が始まりました。
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■ 文化学習
日時 ： 平成 27 年 8 月7 日（金） 1 5: 00 ,..___, 1 7 : 4 5  
場所 ： 糸満青少年の家 大講堂
講師 ： TAO ファクト リ ー 蔵嘗 慎也氏
目的 ： 発表に向けて、 最後の練習を行う。

結果 ： 8 月 3日に引 き続き、 2回目のワ ー ク ショップを行いました。 航日に肝高の阿麻和利
の舞台を体験した参加者た ち は、 それまで以上に 熱 心に、 生き生きと練習をしてい
ました。 「 ダイナ ミ ック琉球」は過去 2年間の参加者た ち との共通点（テー マ ソ ング）
になり、 事業終 了 後も音楽が耳に入った瞬間に 当 時の記憶が蘇るようになります。
一つの目標に向 かって共に取り組むことで、 今年の参加者 同 士の仲を深めるだけで
なく、 参加年度を超えた繋がりをつくることを目指しました。 その結果、 新たな活
躍の機会ができ、7 日間の学習プログラムー 中にはOB · OGが自主的に振り付けを教
えに来てくれていました。
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学習7ログヲム ［ 七日 目 ） 8 / 8 （ 土 ）

時間 内容 詳細
09 : 30- 1 4 : 00 総合学習 報告会準備、 リ ハー サル
1 5: 00- 1 6 : 50 報告会 ・ 修了 式 グルー プ別発表、 行動宣言

修了証授与
1 1 : 00- 1 9 : 00 フェア ウ ェ ルパー テ ィ ー

■ 総合学習 （報告会準備）

日時 ： 平成 27年 8 月 8 日 （土）9 : 30 ,,..._, 14 : 00 
場所 ： J I C A沖縄国際センター 多目的室
講師 ： JOC A 加藤 秀 一 、 池 田 紘子

担 当 ／講師
JOCA 加藤、 池 田

内 容 ： 報告会 リ ハー サル、 行動宣言作成、 メ ッセー ジポンチ ョ （互いの長所やメ ッセー ジ
を書き合うアクテ イ ビティ）。

結 果 ： 前日に引 き続き、 報告会 の 準備に取り掛かりました。 すでに具体的な企画を立てら
れているグルー プも多く、 イラストや表を資料に追加して資料を見やすくしたり、
リ ハー サルを重ねたりし、 説得力 の ある プレゼンテ ー シ ョンを心掛けたもの に仕上
げられていきました。

■ 報告会 ・ 修了式

日 時 ： 平成 27年 8 月 8 日 （土） 1 5: 00 ,...__, 1 6: 50 
場所 ： J I  C A沖縄国際センター 多 目 的室
目 的 ： 一週間で学んだことの成 果を報告し、 各 自 の 行動宣言を発表する。

r----- ----------------- - - - --- -------- --- ---- --- -- -―’ 

［ 式次第】
①報告会

主催者挨拶

学習プログラムの振り返り

沖縄県知事公室
秘書広報交流統括監 新垣 秀彦 i
宮里 翔和、 岸本 ネスター

（青年 リ ー ダー）

←----------------------------------------------------------------------------------------―---------------- i 研修報告 ・ 行動宣言 参加者全員
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i ②修了 式
ジュ ニ ア 大使認証状授与
修 了 証授与
感謝状授与

海外参加者
県内参加者
青年 リ ー ダー

～ 記念撮影～

結果 ： 各 グルー プで企画した、 世界の ウチナ ー ンチュ 大会での 取り組みを発表しました。
言語や世代を越 えて楽しめるスポ ー ツ 系 イ ベン ト や、 食文化に関するもの が多く、
そ の 中にも 「沖縄」が随所に取り入れられていました。 例 えば運動会では、 「パン食
い競争」ではなく、 「 “サーター ア ン ダ ギ ー ’' 食い競争」があったり、 世代を繋 ぐ 、 「 三
世代家族 リ レー」という競技を取り入れたりするなど 、 世界の ウチナ ーンチュ 大会
にふさわしい、 オ リ ジナル運動会が提案されました。 そ の 他 、 次世代の 交流に繋げ
たい と 、 中高生世代 の 県 系 人が沖縄 の 学校に “体験入学 ＆ ホ ーム ス テイ ” するとい
う企画もあり、 UJSのように、 同 世代の 中でウチナ ーンチュ と して の 輪を広 げ、 文化
や伝統を学び合いたいというも提案がありました。
行動宣言では、 「若者がもっとウチナ ーンチュ としての ア イデンテ イ ティー を考 える
ような機会を作れる人になりたい」 、 とネッ ト ワ ー クの担い手 と して活躍していく決
意を伝 え 、 そ の ためにも語学やコ ミ ュ ニ ケ ー ション能力を磨きたいと 、 具体的な計
画を宣言しました。 最後に新垣統括監から修 了 証等が授与され、 各 国 と の 架け橋と
なることを誓いました。
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フ ェ ア ウ ェ ルパーテ ィ ー

日 時 ： 平成 27 年 8 月 8 日 （ ナ） 1 7 : 00 ~ 1 Q : 00 

場所 ： J I  C A 沖縄国 際セ こ 修了証を受け取 り 、 満面の笑顔

目 的 ： UJS すべ て の 関係者 に感謝の気持ち を伝 え 、 最後 の 思い 出 と な る 時間 を過 ごす。
I 

l 【 式次第】 i 
, l I 1 ． 開 会の挨拶 沖縄県知事公室 広報交流課 i 
！ 交流推進監 下地 誠 l 
I i 
1 2 .世界のウチナーンチュ大会 世界のウチナー ンチュ大会事務局 I 
： 事務局長挨拶 事務局長 川 上 睦子

l 
， ! 3 . 乾杯の音頭

I l 4 ． 参加者代表挨拶

I 
1 5 . 参加者による余興
l ( 1 ) 琉球舞踊
I 

仲濱 美海 （東京都立大 山 高校）
l (2 ) 空手 岸本 ネスター 、 芳沢 雅、 阿武 真帆
l (3) アルゼンチンダンス 安慶名 ミチェル 、 ウエハラ アグスティン
I 

l (4) ギター演奏 ． オカネク ケンタ （メキシコ ）
l ( 5) Cups クック エリカ 、 安座間 キミエ、
i オカネク ケンタ 、 岸本 ネス ター

! (6 ) ペルーダンス アラカ キ アキラ 、 イシサカ イレイジョ ジュン
i ( 7 ) ボリ ビアダンス 熱 田 仁奈、 山城 太一

! (8 ) エイサー ジョセフ 海 レッドモンド (U. S .A)
！ 祖堅 ラケル アケミ （ブラジル）
i 宮里 翔和、 アラカキ アキラ
i ウエハラ アグスティン、 岸本 ネスター ！ 

I 

! （ 9 ) 参加者 によるパフォー マンス 参加者全員 （協力TAO Factory) ! 
！ 『ダイナミック琉球』

i 
： : l 
! 6 ． スライドショ ー 青年リ ーダ一 宮里 翔和、 岸本 ネスタ ー ：
: ： : ＆贈る言葉
i 7 ． 閉 会 の挨拶 事業統括 JOCA沖連事務所 加応 芦ー ！ 

～ 記念褐影～
1 --------------------―------------------------------------------ I 

沖縄パンアメリ カ ン連合会
会長 大 山 盛稔
上原 あ り さ （興南 中 学校）
仲濱 美海 （東京都立大 山 高校）
宋 宇成 （韓国）

～ 食事 ・ 懇談～

ら 、 会場へ
と 交流 ;J:' 巴 ら ! -

言汀えや先点且への詞

修 了 式 を 終 え 、 い よ し ＼ よ 最役 0) フ ロ グ 予 ム で可へ- 名
と 移動 し ま し ご 下」也交流藍い ら ［こ、 ― こ の フ ロ グ 予 ム
め て ほ し い と 、 ［叫讐ハ ン ア メ ］ カ ン連合会 0,) 太 i_J 会長 い ら

礼 の 気持 ち を 忘九干 に 、 公 口 の ｛庄電 て の 体緊 を 一 八 て ：） 多 く 0) 八 二
ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク 0)景承 と 言J] 待 し こ

し さ ‘r�
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加者自身も、 僅 か一 週 間 のプログラムでしたが、 「 ウ チナ ーンチュ 精神で繋がる絆」
をし つ かりと感じており、 「さようならではなく、 これからも よ ろ し ＜ ！ 」（東京都 ：
仲濱美海）というメ ッセー ジを、 みんなに贈りました。
参加者の余興も賑やかに、 満面の笑顔で催され、 温 かい拍 手が贈られました。 海 外
参加者の勇 壮な空手やエ イサー に、 日 系 社会で継承される沖縄文化を感じつつ、 自
分達も何か芸能を身に付けたいと感 じた参加者も多くいたようです。
余興の最後には、一週間かけて練習してきた、『 ダイナ ミ ック琉球』を披露しました。

参加者の表情は自信に満ち溢れていて、 力強く、 そしてしなやかな演舞に、 来場者
は魅了 され大きな歓声と拍 手で、 一週間の成長、 頑張りを讃えました。
プログラムの最後に、 青年 リ ー ダー の二人が作った一 週間のスライ ド ショー が流さ
れ、 みんなで過 ごした思い 出の時間を振り返りながら、 「家族」的な絆をかみしめて
いました。

主催者代表の挨拶 乾杯 参加者代表挨拶

創作琉球舞踊 空手 ペルー ダ ン ス ボ リ ビア ダ ン ス

ギ タ ー 演奏 ア ルゼ ンチ ン ダ ン ス Cups 
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エイ サー

最後 に挨拶す る 青年 リ ー ダー の 2 人

全員 で踊 る 『 ダイ ナ ミ ッ ク 琉球』

ス ラ イ ド シ ョ ー を 見 て 一 週 間 を懐か しむ参加者

ウチナージュニアスタディー20 1 5
UCHINA JUNIOR STUDY 201 5  

〇 沖縄県

再会 を誓っ て ！
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爬 ァ7ター7ォローイベントの紹介 _
 プログラムで感 じた世界の ウ チナ ーネット ワ ークの大切 さ。 参 加者たちが引 き続きこのネ

ット ワ ークの継承に関わ り 続 けられるよう、 次のプログラムを実施 ・ 紹介し、 参加者の学び
の場、 交流の場を支援しています。

■ お き な わ世界塾 「 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン ～ フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン ・ ス キルを磨 く ～ 」
日 時 ： 平成 27 年 9 月 26 日（土）
主催 ： J O C A沖縄事務所
内容 ： 良い話し合いの場を実現するために、参加者が発言し、

相互交流がしやすくなるよう雰囲気をつくる “ 良き進行
役” と言える、 “ フ ァ シリ テ ータ ー”。 その必要性とスキ
ルを、 理論だ けでなく実践的な演習を交 えて学ぶ。

すべてが良か っ たのですが、 会議をする にあた っ て、 た く さんの役割や事前 ・ 事後の活動
が大切 だと知 り ま した。 【UJS201 5 参加高校生 ： 女性】

■ 青年海外協力 隊 5 0 周年記念事業 「つ な げ よ う 世界 と 地域保健の お ～ き な わ
～戦後沖縄の地域保健 ・ 公衆衛星活動か ら の学びを活か し て ～ 」

日 時 ： 平成 27 年 10 月 10 日（土）
主催 ： 沖縄県青年海外協力協会 (OV 会）
内容 ： 公 衆衛生看護師の活動、 保健医療分野の青年海外協力隊

の活動紹介。 戦後の 日 本の復興プロセスと、 現在の国際
協力の現場プロセスの共通点を学ぶ。

初めて知る こ と ばか り だ っ た。 戦後の初期 と しばら く 経 っ てか ら は、 患者の病状が変わ っ て
いた。 ロ ールプレイ がおも しろか っ た。 【UJS201 5 参加高校生 ： 女性】
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■JICA 国際協カ ・ 交流フ ェ ス テ ィ バル

日 時 ： 平成 27 年 1 1 月 7 日（土）、 8 日 （ 日 ）
主催 ： JICA 沖縄国際センタ ー

内容 ： 県内の国際協カ ・ 交流団体が集合し、 世界を感 じる展示やワ ーク シ ョ ップを行う フ ェ
ステ ィバル。 その中の沖縄県のブースで、 UJS201 5 の一週間の学びを紹介するパネ ル
を作成し、 展示 した。 「沖縄県の企画があったから こ そ、 海外のみんなと繋がることが
できた」、という感謝の気持ちを表わそうと、パネ ルの中央に沖縄県マ ークを表現した。
フ ェ ステ ィ バル 当 日 は、 複数の参加者が沖縄発の国際協力 を学ぶと共に、 ウ チナ ージ
ュ ニアデ ィ ー事業について来場者に紹介していた。
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3 参加者感想文 I 
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( 1 ) 海外参加者

海外参加者の感想文 については、 本人が書いたも のを県人会 に依頼して翻訳しました。

ジョ ーイ 海 レッドモ
ンド ( 1 7)

Joseph Kai Redmond 

ワ シ ン ト ン州 沖縄
県人会 (U. S. A) 
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エリカ クック ( 18)
Erika Cook 

イ ンデ ィ ア ナ沖縄
県人会 (U. S. A) 



安座間 キ ミ エ (16)

Kimie A zama 
ニ ュ ー ヨ ー ク沖縄
県人会 (U. S. A) 
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熱 田 仁奈 ( 19)

Nina A tta 
ボ リ ビア沖縄県人会
(Bolivia) 



山城 太一 ( 16)
Taichi Yamashiro 
ボ リ ビア 沖縄県人会
(Bol ivia) 
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新垣 ア キ ラ ( 18)
Akira Arakaki 
ペルー沖縄県人会
(Peru) 



r … " 
＇ 孟｀

イシサカ イレイヅ ョ ニコル
ヅ ュン (19)
I shi saka Ire i jo  
Nicole Juun 
ペルー沖縄県人会 (Peru)

ヽ ．
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大兼久 健太 (15)
Kenta Okaneku 
メ キ シ コ 沖縄県人会
(Mexico) 
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知念 ア マ ン ダ (15)
Amanda Chinen 
ブ ラ ジル沖縄県人会
(Braz i l )  

4 8  

高安 ヅ ュリオ tnマt ( l7) 
Jul io  Hiromasa 
Takayasu 
ブ ラ ジル沖縄県人会
(Brazi l) 



祖堅 ぅケル アケミ ( 13)
Raquel Akemi Soken 

カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県

人会
(Brazi l) 

「沖縄を知 る こ と は、 これま での人生で
一番最高 の経験で した」

7月 24 日 、 私は こ の 日 を生涯忘れ る こ と は
ないで し ょ う 。 なぜな ら 全 く 新 し い経験 を
したか ら です。 飛行機に乗 っ たの も 初 めて
で した し 、 プラ ジル国外 にで る の も初 めて
の経験で した。 多 く の人 々 に 出会 えた こ と 、
美 しい海に行っ た こ と 、 そ して沖縄につい
て深 く 知 る こ と が 出来た こ と は 、 私のた ＜
さんの初 めて の経験の なかでも 、 素晴 ら し
い こ と です。 沖縄は、 日 本の 中 でも と て も
小 さ な 島国ですが 、 そ こ に は物諾 と 、 魅力 、
友好的 な人々 に溢れてお り 、 そ してそ の島
こそが 、 私の祖先の 故郷な のです。

ホ ー ム ス テイ については、 感謝の気持ち
でいっ ぱいです。 私が滞在 した名護市は 自
然の美 し さ が溢れ、 穏やかで、 静かな町で
した。 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー は、 親切でいつ も
気にかけて く れて く れま した し 、 と て も 仲
が 良かっ たです。 私はた く さ んの素睛 ら し
い場所を訪問 し 、 ビー チパーテ ィ ーで踊 っ
た り 、 花火 を した り 、 エイ サ ー 演舞 を見た
り 、 そ の地域の伝統的 な料理を体験 した り
す る な ど、 た く さ んの経験をす る こ と が 出
来ま した。

ホ ー ム ス テイ が終わ り 、 1 週 間 の 冒 険 と
新た な友達 と 、 た く さ んの学ぴのつま っ た
プロ グラ ム が始ま り ま した。 私は と て も 緊
張 し 、 わ く わ く していま した。
世界 中か ら 集ま っ た う ち な一んち ゅ の若者
と 共に過 ご し 、 様々 な こ と について知 る 機
会 を持つ こ と がで き たの は、 UJS に参加 し
たか ら です し 、 「い ちゃ り ばち ょ ーで一」
と い う 言葉の真の意味について感 じ取 る こ
と が 出 来ま した。 参加者のみんな と ス タ ッ
フ のみんな の事を想 う と 寂 し く な り ま す。
いつの 日 か戻 り たい と 思います。 ワ ー ク シ
ョ ッ プや訪問先については、 どれ も と て も
楽 し く 有意義で し た し、 それ ら は曾祖母、
祖父母について思い出 させ 、 思いを馳せま
した。 特に思い 出深い場所は 、 平和祈念資
料館 と ひめ ゆ り 祈念資料館です。 ワ ー ク シ
ョ ッ プの一番の思い出 は、 皆で踊 っ た ダイ
ナ ミ ッ ク 琉球です。 最 も ため に な っ た謂義

瓢邑翠戸芦享iご星竺畜藍乞□言言毎視

。

豆考―ol 
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上原 ア グス テ ィ ン ( 18)
Agust i n  Uehara 

在亜沖縄県人連合会
(Argent ine) 



安慶名 ミ チ ェ ル (15)
Miche l l e  Agena 
在亜沖縄県人連合会
(Argent ine) 
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金城 巴奈 ( 13)
Hana Kinjo 
マ レー シア 沖縄会
(Malaysia) 



宋 宇成 (14)
Song Woosung 
韓国沖縄県人会
(Korea) 
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岸本 ネ ス タ ー (20)
Nester Ki shimoto 
ワ シ ン ト ン DC 沖縄会
(U. S. A) 



( 2) 県 内参加者

1111' .アf ；̀ ヽ ：

冒
饒平名 美妃(14)
Miki Yohena 
普天間 中 学校 3 年

神里 晏朱 (15)
Anjyu Kamizato 
昭和薬科大学付属
中学校 3 年

「思い 出 は宝物」
ま ず初 め に私は こ の事業 に参加 し 、 多

く の 仲 間 と 共に た く さ ん の学曹 ブ ロ グ ラ
ム を 通 して沖縄に ついて の理解 を深 め 、
短い期 間 で した が そ の 間 に強い絆を培 う
こ と が 出 来て 、 と て も う れ し く 息っ て い
ま す。 ま た 、 こ の 事業 に 1肱l わ っ たすべて
0) 人 に感謝 し ま す。

沖縄について も っ と 知 り たい と い う 一
心で私ば こ の 事業 に臨みま した。 学習 プ
ロ グ ラ ム を 重ねて い く 中 、 沖縄(})[！虚史や
文化 な ど私が今 ま で知 ら なかっ た こ と や、
疑 間 に息 っ て いた こ と を知 り 、 学べた こ
と は確かです。 と こ ろ が 、 初日か ら 私が
体感 し た 0) は い わ ゆ る 言語の壁 と い う も
0)で した。 私は普段学佼で文怯的な英語
を学んでい る 事で しか、 英語 と 触れ合 う
機会 は あ り ま せん。 而外参加者 と の意息
疎通は上手 く し ヽ く も の ばか り でば あ り ま
せんで した。 日付け を追 う ご と に段々 と
英語で会話をす る こ と に も慣れて き て 、
お互い に理解で き る よ う に な っ た の は良
か っ たです。 そ の感立 を 忘れな い よ う に
も これか ら は行動 ‘荏言で も発表 した通 り 、
今回新 し く でき た友逹 と 英語でメ ールを
し た り 、 会話について勉強 し て い き たい
と 強 く 息 っ て い ま す。

ま た 、 私は こ (})事業の 参加者全員 に共
辿 し て い る こ と を 見つ け る こ と が 出来ま
した。 それは一人一人が ウ チナ ー ンチ ュ
と し て の 自 立や‘1翡神 を も っ て い る と い う
こ と です。 “私は何人＂ と し ヽ う テ ー マで
の 講義(}) 中 実際 に紙に 自 分 自 身の 考 え を
図 化 した と き に皆が ウ チナー ンチ ュ と 柑
いていて私ぱ感動 し ま し た。 海外参加者
は住んでい る 所は違 う けれ ど も 、 そ う い
ぅ 忍：識 匂寺 っ て い る こ と を知 り ：私は ウ チ
ナー ンチ ュ であ る と い う こ と に よ り 誇 り
を持て た気が し ま し た。 外国に移民 して
い っ た 沖縄の祖先た ち の おかげで、 ウ チ
ナ ーネ ッ ト ツ ー ク は1止界各国に広 ま っ て
し 、 ま す。 私 も そ の 一 員 と して も っ と 沖縄
に対す る 、r叫 ヽ と 知談払が比例す る よ う に

` -；、［oi
‘
:: ;-f]: ［ ：三〗［［ ［：· -［臼 ．；

屯
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喜納 彩 (14)
Sayaka Kina 
那覇 中学校 3 年

ん

G
“
 轟亀

、
·

上原 あ り さ ( 13)
Arisa  Uehara 
興南 中学校 2 年
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潮平 洋治 ( 18)
Yoj i  Shiohira 
北 山 高校 3 年

山瀧 美紅 (17)
Miku Yamataki  
前原高校 3 年

「u J s に参加 して見つ け た 自 分」

私は過 ぎた8月 2 日 か ら の 1 週 刷 ウ チナ
ー ジ ュ ニア ス タデ ィ ー に参加 し ま した。
初 め は皆 と 上手 く やっ ていけ る か と ても 不
安で した。 将段私は どち ら か と い う と 、 人
と 仲良 く な る (/) にすごく II炉間 を必要 と す る
か ら です。
海外参加者について も 仲 良 く なれ る か と か、
英語が通 じ な かっ た ら と か不安が あ り ま し
た。 基地内で英会話を習 っ てい る け ど、 自
分が成長でき て な い のではないか と 不安だ
っ たか ら です。

しか し、 い ざ砦 と 1尉わっ てい く と 、 自 分
ぱ仲 良 く な る の に時間 が必要なんか じゃ な
く て逃げていただけかも知れない と 息いま
した。 それだけ皆 と 仲 良 く な る (/) に 11 l̀f | ！i]が
かか ら なかったか らです。 学校の友達が 見
てV ヽた ら すごく 蔑いた と 思います。 私が一

人でこ の事業に参加す る こ と を と て も心配
していたか ら です。

私は 日 が進むにつれ、 皆 と （中 良 く な っ た
だけで！まな く 、 沖縄について も 沢 山学びま
した。 ずっ と 沖縄に 住んでいて も 、 分か ら
なかっ た こ と が 沢 山 あ っ て 、 沖縄について
知 る 隈会って普段少な いこ と 、 沖縄につい
て知 っ てい る よ う で尖は何も知 ら なかっ た
んだ と 気づかさ れま し た。

こ の 1 週 間 を通 して私は心か ら 信頼でき
る 友逹に恵ま れ 、 と て も 農菫で有、意義な時
間 を 過 ごす こ と ができ ま した。
以休みが終わ り 、 学校に行 く と 、 色んな人
か ら なんか雰囲気が変わ っ た と か、 明 る ＜
な っ た な ど と 言われ、 あ ま り 話 した こ と が
無い ク ラ ス メ ー ト と も 自 然に話すこ と も増
え ま した。

私が ウ チナ ー ジュ ニ ア ス タ ディ ーで見つ
け た 自 分は実は と っ て も フ レ ン ド リ ー でし
た。 高校生最後の夏休みで 自 分が知 ら ない
自 分 を 見つけ る こ と ができ て と て も よかっ
た と 思い ます。 も し 、 参加 していなかっ た
ら 、 自 分について知 ら な いま ま 大人にな っ
ていた と 思い ま す。 最後の 夏休みが最高の
夏休みにな り ま した。

皆 と 出会いに感謝 して います。 本当 にあ
凶 り が と う ござい ま した。
i 

-
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城間 咲 ( 1 7)

Saki Shiroma 

北谷高校 3 年
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友寄 奈美紀 ( 16)

Namiki Tomoyose 

宜野湾高校 2 年



渓壁 純也 (16)
Jyunya Makabe 
陽明高校 2 年
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久高 拓也 (17)
Takuya Kudaka 
首里東高校 3 年
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阿武 真帆 (16)

Maho Anno 

興南高校 2 年
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金城 香鈴 ( 16)

Karin Kinjo 

真和志高校 2 年

「U J S に参加 して見つ け た 自 分」
私は今 回 、 ウ チナー ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ッ

ァ ー に参加 さ せて い た だ き 、 た く さ んの 人
と 出会 い 、 学びま し た。 事前研修では、 沖
縄に住んでい な が ら も あ ま り わかっ て い な
い事柄を知 る こ と が で き ま した。 そ し て 、
そ の後 に 臨んだ 1 週間 の研修では、 色 々 な
体験を さ せて も ら い ま し た。 l 

は じ め は 、 私 と 同世代の 人 た ち 、 海外か ； 
ら の参加者 と の交流が う ま く い く だろ う か i 
と 、 と て も 不安で した。 し か し 、 研修が始 ！ 
ま り 、 初 日 に 緊張は し た も の の 、 速 日 か ら ↓ 1 
は少 しずつ不安が蔀れ、 宿泊 を共にす る こ ．i 
と で、 日 に 日 に（中 を深め る こ と が で き ま し 1 
た。 集団での生活の 中 で、 私 はルールを守 ］ 
る こ と 、 時間 の け じ め 、 自 主的行動 な ど大
事な こ と を 改 め て 実感 しま し た。 特 に 、 さ ，l 

ま ざま な文化、 習伯、 価値観を も っ た人 々 ．i i 

と の交流生活は、 自 分か ら 話 し かけ て 、 (I :： 
分か ら 行動する と い う 大 切 な視点 を 学ぴま ＿； 
した。 ま た 、 自 分に与え ら れた仕事や課題 ； 
ば 責任を も っ て行 う と い う こ と も 再詑識 ： 
し ま し た。 その他に も 、 色 々 な 方に よ る 協 i 
カ 、 参加者同 士の絆、 互いへの思いや り 、
挑戦す る 意欲 な ど、 普段はなかなか意熾す :i 
る こ と の な かっ た こ と に気づか さ れ ま し た。

ウ チナー ジ ュ ニ フス タ デ ィ ツ ア ー の 「交
流」 は 、 と て も 意味の あ る こ と だ と 思い ま
す。 私は 「交流」 す る 中 で、 自 分が少 し で
も 成長で き た と 感 じ て い ま す。 こ 0) 及重な
1 週 間 を 大事な仲間 た ち と 過 ごす こ と が で
き 、 様々 な体験がで き た こ と を う れ し く 思
い ま す。 こ のプ ロ グ ラ ム を通 し て 、 人 と 人
と の交流 を 大切 に し 、 努力 し 、 人 の た め に
行動で き る 人間 に な り た い と 強 く 、思いま し
た。 そ の た め に は 、 自 分に厳 し く 、 人 に優
し く 、 粘 り 強 く 何事に も 本気で取 り 糾む姿
勢が大切 だ と 思います。 こ れが私の行動宜
言です。

今回の プ ロ グ ラ ム で 、 私 を 支 え て く れた
全て の方々 に感即 し ま す。 本 当 に あ り が と
う ご ざいま した。

＇
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金城 早紀 (17)
Saki Kinjo 
豊見城南高校 3 年
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平良 恵理奈 (17)
Erina Taira 
久米島高校 3 年



芳沢 雅 ( 16)
Miyabi Yoshizawa 
八重 山 高校 2 年
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仲濱 美海 ( 16)
Miumi Nakahama 
東京都立大 山 高校 2
年

「大好き なUJS」
私は、 沖縄が大好 き 、 も っ と 沖縄について

学びた い と い う 思いで参加 し ま した。
沖縄に到着 した 日 、 私は不安 と 期待の気持ち
で一杯で した。 こ の 日 、 私は緊張でなかな か
寝 る 事が 出来なかっ た の を 覚 えて います。

い よ い よ 待ち に待っ た初 日 、 知 っ てい る 人
が誰 も いな く て ど う した ら 良い(]) か分から な
かっ た の ですが 、 皆が東京か ら 来て く れたん
だ よ ね、 あ り が と う 、 待っ てた よ 、 会いたか
っ た 、 会 え て嬉 しい よ 、 等々 本当 に温か く 迎
え て 下 さ り 、 ゆ っ く り な じんでい っ た事を覚
え て いま す。

毎 日 本当 に沢 山 の プロ グラ ム がつま っ てい
て 、 疲れた 時 も あ り ま し たが 、 全ての物が私
に と っ て初 めて 体験す る 事で し た。 その為 、
どのプ ロ グ ラ ム に対 して も真剣 に 、 楽 し く 取
り 組む こ と が 出来た と 思います。
皆 と の交流は、 班行動や、 毎 日 の食事の時 間 、
寝 る ま での時間 等 々 、 本当 に短い期 間 ではあ
り ま したが 、 皆で助 け合いなが ら 解決 した り
出 来た ので良かっ た と 思いま す。

私が一番印象 に残 っ た プ ロ グ ラ ム ぱ、 平和
学習 です。 平和 と い う 事、 今幸せだ と 言え る
有 り 難 さ を感 じ る こ と が 出来ま した。 海外か
ら の参加者な ど、 皆、 生ま れも 育ち も違 う ：ナ
ど 、 一人一人が 自 分 ら し く 、 幸せに生活出 来
る こ と を願 っ てい る 事が分か り ま し た。

U,JS に参加す る に あた っ て の 目 標を初 日
に た てて いま した。 それは、 沢 山 の友達を作
り 、 世界 と 交流 し 、 沖細の文化を学ぴ、 東京
に持 ち帰 っ て 、 同級生覇こ話を して 、 沖縄に
興味 を持っ て も ら え る よ う にす る 、 です。 今
考 え た ら 、 達成 出 来た と 私は思います。 間題
ぱ、 今後、 ど の よ う に して学んでき た事を活
かすかです。 そ のた め に行動宣言 を柑き ま し
た。 それは、 東京の若者達に も っ と 深 く 沖縄
を 知 っ て も ら う と い う 事です。 行動直言を 実
行出 来たのか。 それは、 ま だ分か り ません。
途 中 だか ら です。 努力 は してい ま す。 U,JS
に参加す る 前 よ り 積極的 に友達 と 沖縄の話を
す る よ う に な り ま した。 ま た 、 UJS の報告
会 を東京で開 いた り も しま した。 いつかは 、
いや、 20歳ま でに は実行出 来 る よ う に こ れか
ら も努力 し続けたい と 思います。

UJS で出 会 っ た友達 と は、 今でも連絡を
取 り 合っています。 こ う やっ て繋が り 続け ら
れ る 専を嬉 し く 思いま す。 これか ら も友達を
大切 に し、 いつか、 必ず再会 したい と 思いま
す。



宮里 翔和 ( 19)

Towa Miyazato 
城西国際大学 4 年

（青年 リ ー ダー ）
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( 1 ) ア ン ケ ー ト 結果 （ コ メ ン ト 一部抜粋）
※未記入 も あ る た め、 総数が 一致 し な い場合が あ り ま す。

1 - 1 . 事前学習 (7 月 4 · 18 日 ） の評価 と そ の理 由 を お 聞 かせ く だ さ い。 （県内参加者の み）
( 1 ) 総合

□ 非常に良い 11 口 良い 5 □ どちらともいえない 0 口 よくない 0
（理由 】

・ゲームなどで、 皆とつながりがで き る、 いい き っかけになりました。
・沖縄に住んでいるにも関わらず、 自分の知らない こ とを学ぶことがで き 、 とても良 かったです。 また

担 当 の方々が色々な活動を通して、私たちを楽しませた り、考え さ えてくれたりと積極的に参加しや
すい雰囲気を作ってくれました。

• 今まで学んだことが無 かった沖縄から移民していった人々の子孫とこの事業に参加するんだという、
自覚が持てました。

1 - 2 . ホ ー ム ス テイ の評価 と そ の理 由 を お 聞 かせ く だ さ い。 （海外参加者の み）
( 1 ) 総合

□ 非常に良い 12 口 良い 1 口 どちらともいえない l □ よくない 。

【理由 】
・親戚やボ リ ビアで出会った人と出会えたことが、 一番嬉しかったです。 時間が短く、 もっとゆっく

り皆さんと話がしたかったです。
・ 家族や親せ き が色々な場所に連れて行ってくれました。 また、 沖縄の人たちの生活の リ ズムを知る

こ とがで き 、 とても良 かったです？
・家族にとても歓迎され、 楽しく過 ごす こ とがで き ました。 美味しい沖縄料理を準備してくれたり、

観光地へも連れて行ってくれました。

事前学習
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ど ち ら と
も い え

い 7%

良 い
7% 
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2 . 学習プ ロ グ ラ ム (8 月 2~8 日 ） の評価 と そ の理 由 を お 聞 かせ く だ さ い。
( 1 ) 一 日 の ス ケ ジ ュ ールにつ い て

【国内参加者】 口 妥 当 14 口 詰込み過 ぎ 2 口 もの足りない 1
【海 外 参加者】 口 妥 当 15 口 詰込み過 ぎ 0 口 もの足りない 0
（理 由 ）

【国内参加者】
• 毎日 と っても忙しかったけれど、 一つ一つのプログラムをみんなで終えられた感じがしたから。 自分に

と ってプラスになるこ と が多くあったから。
・沖縄の歴史について、 十分学べた。 また、 みなで楽しめるレクリエ ー ションなどもあり、 と ても充実し

ていました。
• 最終日のスケジュ ールは全体的に詰め込み過 ぎだ と 思いました。 ポンチ ョの時間も、 もう少し多めに取

った方が 良いかと思います。
• もっと ゆっくり事業に取り組みたかったし、 時間がオーバーしても大丈夫なようにして ほしいです。

【海 外 参加者】
・沖縄についてたくさんのことを学ぶこ と ができたし、ワ ー クショップではこれまでになかった自 己発見

に と ても役立ちました。 スケジュ ールは、 学び、 遊び、 フリ ー タイ ムとありバランスが 良 かったです。
• 本 当 に素晴らしかったです ！ 私の人生で一番の経験 と なりました。 沖縄の歴史について多くを学び、 た

くさんの友達を作ることができました。
・ プログラムがとても短く感じたので、 もっと長くして ほしいです。

国 内 も の 足 海外 全体
も の

り な い 足 り
詰込み 6% な 1., ヽ

す ぎ
§-％ 

詰込み
1 2% す ぎ

9% 
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(2) 宿泊先 につい て
【国 内 参加者】 口 非常に 良 い 8 口 良 い 7 口 どちらともいえない 2 □ よくない 。

【海 外 参加者】 口 非常に 良 い 5 口 良 い 8 口 どちらともいえない 2 口 よくない 。

（理 由 ）
【国 内 参加者】

• 宿泊 先では、 部屋の大きさにあった人数割りもあったし、 同 じ部屋になった海 外 参加者の人たちとチュ
ーターさんがいない分英語で喋る こ とができました。 また施設 内 には BBQ 場や体育館もあって、仲間と
プログラム以 外 にたくさんの思い出を作る こ とができました。

・ 自然が豊かで、 とても居心地が良 かったです。

【海 外 参加者】
・布 団や畳の上で寝るのは 日 本の生活を体験できるものとして 良 かったし、）レーム メ イ トとも仲良くなれ

ました。
． 働いている人が親切でした。 いつも挨拶してくれ、 とてもあたたかい気持ちにさせてくれました。
・広くてきれいでしたが、 エアコンがもう少し早い時間から使えたら 良 かったです。

国 内 ど ち
ら と

海外
ど ち
ら と
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(3) 食事につい て
①糸満青少年の家
【国内参加者】
＊量 □ 妥 当 1 3 □ 多い 1 口 ものたりない 3 ＊味 口美味しい 7 口 普通 5 口 美 味しくない 3 
【海 外 参加者】
＊量 □ 妥 当 1 1 □ 多い l □ ものたりない 3 ＊味 口 美味しい 5 口 普通 7 口 美味しくない 2 
（理 由 ）

【国 内 参加者】
・食事を入れるのがセルフサー ビ ス だったのはとても良 かったです。 食事の量は人それぞれ違うので毎回

残 さ ず食べきることができました。
・ 美味しかったけど、 もう少し量が欲しかったです。
・少し揚げ物が多いと感じました。

【海 外 参加者】
・ 十分な量もあり、 美味しかったが、 たまに味が好みでないときがありました。
・いつも家ではもっとたく さ んの量を食べているので、 少なく感じました。

【 量】 国 内

多い
6% 

【 味】 国 内

海外

多い
7% 

海外
美 味
し く
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②施設 外 レストラン及び弁 当
【国 内参加者】
・ 量 □ 妥 当 10 □ 多い 2 □ ものたりない 3 ・ 味 □ 美 味しい 8 口 普通 4 口 美味しくない 。

【海 外 参加者】
・ 量 □ 妥 当 12 口 多い 1 口 ものたりない 2 ・ 味 □ 美 味しい 10 口 普通 3 口 美 味しくない 1 
（理 由 ）

【国内参加者】
・ い ろ んな場所で 外 食したり、 弁 当 を食べたりして楽しかったし、 美 味しくて豪華でした。
・ 量が多く感じたが、 毎 日 のプログラムを乗り越えていくために、 エ ネル ギ ー をたくさん取ることができ

ました。 また、 沖縄料理も多くて海 外 参加者もワ クワ クしなが ら 食べているように見えました。
・ パ ーティー のときに食べるものがなく、 出演する人の分は別に取っておくか、 別で夕 食を取りたかった

です。

【海 外 参加者】
• お弁 当 がとても好きでした。 美 味しかったです。
・ 外 での食事はいつも何を食べるのか楽しみにしていました。
• とてもおいしかったけれど、 お弁 当 の ご飯が冷たかったのが残念でした。

【 量】 国 内
も の た
り な い
20% 

【 味】 国 内

海外

海外
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(4) 各学習プ ロ グ ラ ム の 中 で特に 良 かっ た も の を 3 つ ま で選び、 そ の理 由 を お 聞 かせ く だ さ い。
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（プログラムで特に 良 かった点）
【国内参加者】

• 平和学習のワ ー ク ショップでは、お互いの意見や、考えを話し合うことで、い ろ い ろ な考え方が生まれ、
自分の考えを深めることができました。

• 世界の現状についての講義は、 日 本 国民の食べ残しの方が、 世界が外国に寄付している食べ物よりも多
いというとっても驚くべき事実があったので、 とても印象に残りました。 少しでも改善するには、 私で
も出来ることはあるのかなと深く考えさせられました。

・『 ダイナ ミ ック琉球』 のダンス では、 皆で汗を流したり、 教え合ったりすることがあったから、 絆が深
まったし、 楽しかったです。

・ボランティアの皆さんと交流ができたキャンプファイヤ ーは、たくさんの人に支えられてこの事業がで
きているんだなと感じました。

【海外参加者】
・ ひめゆり資料館で見た ビデオがとても印象に残っています。 私だったら逃 げ出さずにあんなに辛い、 苦

しいことができたかを考え、 今こうやって勉強できていることが幸せなんだと感じました。
・ ひめゆり資料館での平和学習は本 当 に心打たれた。 沖縄の人々がこんなにも苦しんでいたこと、 戦争の

歴史を 日 系 人はもっと知らないといけない。 苦労の中で生きてきた沖縄の人たちを誇りに思います。
・ 自 由 に ビー チで遊べたのは私たちの関係をより近づけました。 こ うした交流プログラムは、 ウチナ ー ネ

ットワ ー クを作っていく上で、 私たちの絆を強くするために大切だと思います。
• 阿麻和利 バックス テージ ツアーでは、 中高生の演技を見たとき、 鳥肌が立つくらいす ごい迫力 があり、

とても感動しました。 皆さんと一緒にダイナ ミ ック琉球を踊って、 とても楽しくて、 県人会のみんなに
も教えたいなと思いました。
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(5) 各学習プ ロ グ ラ ム の 中 で良 く な か っ た も の を 3 つ ま で選び、 そ の理 由 を お 聞 かせ く だ さ い。
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（プ ロ グラムで改善して ほしい点）
【国 内 参加者】

• 平和の礎の見学で は、 私の親せきや知り合いの名前を探すのにあまり時間が なかったので、 そこが気に
なりました。

・ずっと座って聞くプ ロ グラム は少し眠くなってしまいました。 もう少しグルー プ学習を増やした ほうが
良いと感じました。

・ 首里城 は、 班の中でも別々になってしまったりしていたので、 皆で回りたかったです。

【海 外 参加者】
• WYUA の話は 面 白 かったけど、 話が長く、 集中が 途切れてしまいました。
・キャンプファイヤ ーにはもっと時間をかけて欲しかったです。
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(6) 班行動 はプ ロ グ ラ ム を行 う 上で有効 で し た か ？
【国 内 参加者】 口 非 常に良い 14 口 良い 3 口 どちらともいえない 0 口 よ くない 0
【海 外 参加者】 口 非常に良い 12 口 良い 3 口 どちらともいえない 〇 □ よくない 0

（理 由 ）
【国内参加者】
． 班行動は班全員が団結しないとできないものです。 言葉が 1 0 0 ％伝わらなくても、 一人 ひとりが積

極的に課題に取り組み絆を深め る ことができ、最高の班だという意識を最終的 には持つことが出来ま
した。

・日 本人だけで 固 ま る という事もなくなり、積極的に話そうと思えて交流がしやすかったです。 それに、
一緒にい る 時間が長くなり、 い ろ い ろ な話ができました。

• 海 外 参加者とも意見交換ができ、 より視野が広まりました。

【海 外 参加者】
． 班行動は様々な活動をす る 中で、 お互いを知り合うきっかけを作ってくれました。
・グループワ ー クはチームワ ー クを作 る のにとても良 かったです。
． 班行動はとても良 かったです。 もっと全員と知り合うために、 一度はグルー プを変えてもいいと思い

ました。

国 内 海外 全体
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(7) 国内 （海外） 参加者 と の交流は期待 し て いた通 り で き ま し た か ？
【国内参加者】 口 期待以上 14 口 期 待通り 4 口 あ まりで き ていない l 
【海 外 参加者】 口 期待以上 9 口 期待通り 4 口 あ まりで き ていない 2 

（理 由 ）
【国内参加者】

口 で き な かった 。

口 で き な かった 。

・ 外 国語を教えても ら ったり、 日本語を教えたりして思っていた以上に喋ることがで き ました。 また
歌やダンスなどを通して、言葉があまり通じなくても一緒 に 楽しむことがで き たのでよ かったです。

• 最初 は友達になれるかなと思って参加しましたが、 最後 は みんな家族のように仲良くなれたので良
かったです。

． で き ました。 最終的に ほとんどの人が メ ッセ ンジャーアプ リ や Facebook も作り、 今でも連絡取り
合っています。

・ 人見知りをしていたけど、 後半はたくさん交流で き て楽しかったです。

【海 外 参加者】
• 最初 は難しかったけれど、 時間が経つにつれて、 みんな 理解し合えるようになってい き ました。
・ すべての メ ンバ ーと話し、 コ ミ ュ ニケ ー ションを取ることがで き ました。 たくさんの友達を作るこ

とがで き 、 これか ら も コ ンタク トを取り続けたいです。
・ 言葉で は理解で き ないこと は あったけれど、 最終的には言葉 は そう重要で は な いと思いました。 忘

れられない、 忘れることのない時間を一緒に作ることがで き ました。
・ 言語が違ったため、 コ ミ ュ ニケ ー ションを取るのが難しかったです。

国 内 あ ま り
で き て 海外 あ ま り

で き て
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全体 あ ま り

で き て

い な い

9% 



3 . 報告会 （最終 日 ） の評価 と そ の理由 を お 聞 かせ く だ さ い。
( 1 ) 総合評価

【国 内 参加者】 口 非常に良い 14 
【海 外 参加者】 口 非常に良い 12 
（理 由 ）

【国 内 参加者】

口 良い 4 口 どちら と もいえない l □ よくない 。

口 良い 2 口 どちら と もいえない l □ よ くない 。

• 今までやってきたプ ロ グ ラ ムを振り返りながら自分の将来やりたいこ と が明確になったこと と 、初日
と 比べて自分がどれだけ学ぶことができたのか と いうこ と を知るこ と ができました。 また、参加者 メ
ンバー の将来の目標も聞けたのでよかったです。

・ 「行動宣言」 や、 グループで話し合って決めたことをも と にプレゼンするこ と ができ、 と ても楽しか
ったし、 言葉が通 じなくてもできたこ と がたくさんあり、 刺激的だったからです。

・パ ーティー の と きに、 準備などでみんなの余興を全部見れなかったのが残念だったです。

【海外参加者】
• UJSでの経験がどれ ほど素晴らしかったかを見せるこ と ができ、 みんな 自分たちの発表に誇りを持っ

てできた と 思います。
• 最終発表は素晴らしかった と 思います。 全員が学んだこ と を表す機会を持て、 また、参加者の間で生

まれた絆を見せるこ と ができました。
• このプ ロ グ ラ ムで何が良 かったか、 グルー プでお互いの意見を共有するこ と ができました。

国 内 ど ち
ら と
も

6% 

海外 ど ち ら
と も
7% 

4 .  同事業につ い て 今後 ど の よ う な 内容 を希望 し ま すか。
【国内参加者】

全体

・ ス ポー ツ大会をするのはどうでし ょ うか。 言語の壁を越えて楽しめるのは運動系だ と 思います。
・沖縄の昔の暮らしなどを体験するプ ロ グ ラ ム。

ど ち
ら と
も

• もっ と 体や頭を動かせるようなものを増やしていく と いい と 思います。 例えば、 方言をならったりして方
言を使ってしり と りなどのゲームをしたり、 昔の沖縄の遊びなどを楽しめる と 思います。

• もっ と ボ ラ ンティア と の交流を増やして ほしいです。

【海 外 参加者】
• 海 外 参加者が、 自分の国の移民について紹介する こ と 。
・キャンププログ ラ ム。 ・ 買 い物 から始め、 沖縄の料理やお菓子を作りたい。
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5 . 今 回 の一連の研修で最 も 印象に残っ た こ と をお書き く だ さ い。
【国 内参加者】

. {主む国、 普段使 っ て い る 言語が違 っ ても皆一人ひ と りが ウ チナ ーンチ ュ で ある と い う 意識があるこ と 。
私た ち は ア ジ ア 人で あ る 以罰に 日 本人、 ウ チナ ーンチ ュ で ある と い う こ と を 体感 しま した。 そ し て 、 更
に誇り を も っ て 生 き て いこ う と 思いま した。

• 国に よ っ て考え方も違 う し、同 じ と こ ろ も わ力とっ たか ら 、国 だ け で は なくて個人 を 見よ う と 思いま した。
・ ダイ ナ ミ ッ ク 琉球の練習は、 みん な 一生懸命 で団結できま した。 と ても 良 い経験にな りま し た。
・ 沖縄 の人々 は、 異 国 の 地でも頑張っ ていたこ と を知り、 そ の 人た ち がいたか ら こそ、 私た ち が出逢えた

と 感 じ印象に残りま した。
・ ア イ デンテ イ ティ ー の ワ ー ク シ ョップで、私が思 っ て いた以上に海外参加者が 自 分 はウチナ ーンチ ュ で

ある と い う 意識が高 か っ たこ と に驚 き ま した。 それ と 同 時に、今まで 自 分が育って きた国 と 同 じく ら い
沖縄のこ と を思 っ ていてくれ る こ と に嬉 し さ を感 じました。 そ し て 、 海外でも仏壇があったり、 方言 を
習 っ て いたり し て い る こ と を聞くこ と ができま した。 また、沖縄県系 人 で あるこ と について現地の 人た
ち と は顔の 系 統が違 っ て い て 日 本の観光客 と 間違え ら れたり、 悩 んでいたりす る こと を 知り、 も っ と 年
代が若い県系人の人た ち の 現状 と い う の を知りたい と 思いま した。

【海外参加者】
・ ア イ デンテ ィ テ ィ ーワ ー ク シ ョ ップは と ても印象深いです。 私 の 先祖の 文化 に ついて 、 より理解を深め

る こ と がで き ま した。 こ の ワ ー ク シ ョップ中、 他 の参加者 と 意見交換 を し、 ウチ ナ ー ネッ ト ワ ー クの意
味についてより理緒が深まった と 思 う し、 よ り繋が り が深まった と 思います。

・ UJS は本 当 に素晴 ら しいプロ グラムで した。 こ の 仲 間 た ち と 一 緒に過 ごす こ と が でき て 良 か っ たです。
同 じ言語や文化で は ない中で、お互い 左理解 し 合 う こ と を学びました。 こ のよ う な 大切 な友達が一番良
か っ たです。 かけ岱 えの ない絆、 忘れられない絆 を作るこ と ができま した。

6 . そ の他意見 な ど
【 国 内 参加者】

・ 県外参加者 （国 内）も お迎えに行 き たい し 、 事前研修にも参加 さ せて ほ しいです。 一週間 と い う 短い期
間 で したが、 濃密 な 内容 の 日 々 を過 ごせて 、 と て も楽しく刺激にな りました。

・ 私に と っ て こ の一週間 は何 よ りも大切にしたい思いで と なりま した。 たく さ ん笑って 、 泣いて 、 食べた
一 週 間は私の 宝物です。 i立く ほど別れ る の 力ゞ辛い友達に 出 会え る 機会 は そ う ない と 思います。

【海外参加者】
• UJS プロ グラムの 一員になれて と ても嬉しく思います。 私の初めて の 沖縄はかけがえの ないものになり

ました。 最初は緊張していた けれ ど 、 みんな と て もフレン ド リ ー でした。 本 当 に素晴らしい時間を過 ご
せ、 県）＼会へももっ と 関わ り たい と い う 気持ちになりました 。

• こ のよ う な 忘れがたい機会 を得 ら れ、 本 当 に感謝 し ています。 世界中に友達 を 作 る こ と が で き 、 「ウチ
ナーンチ ュ 」 で あ る 自 分がより強くなりました。 県人会 の 皆 さ ん 、 沖縄 の ス タッフの 皆 さ ん、 本 当 に あ
り が と う ご ざいま し

· UJS が今後 も 続け ら れ、 たく さ んのウチナー ン チュ が関わ る こ と を願っています。 本 当 に今回 の体験を
楽 しむ こ と がで き ま した。 また 、 人間的に成長 できたと思います。 もっと自分の 国 の 歴史や文化 に つい
て 知 り た いと思 う よ り ： こ な りま し ／こ いつも沖縄の こ と を思 っ て いま

72 



⑫) メデ イア掲載

王京 王求

\ 1 9 )  2 0 1 5 年 2 7 年） 8 月 3
 

日 ） cJ 日

湘外移住者子弟 と

県内の若者が交流
J r ス タ デ ィ ー

や文化な
ー ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー 」

のウ
エルカムパー テ ィ ーが 2 日
あ り 、 消詑哀市CT) J I C A沖

ウ
エ
ル
カ
ム
ハ
ー
テ
ィ
ー

的

い

と

シ
ュ
ー
ス
な
ど
で
乾
杯

＼
ば
�

し
ん

i

← し ふ コ 」
し Vきつ した。

73 



王京 王求 華斤 幸辰

2 0 1 5 年 8 月 4
 

日 火耀 日 / 2 4 ) 

海
外
に
住
む
県
系
人
の
子
ど

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン・一
ェ

の
大
字

も
た
ち
を
招
く
本
年
度
の
「
ウ

、
岸
本
ネ
ス
タ
ー

さ
ん(
19)

チ
ナ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー

は
「
毎
年
沖
織
を
詞
訊
て
い

事
業」
（
県
主
筐

喜
罰
三
る 。
空
と
海
誓＝
れ
い
で 、
人
も

11:
1
- ／
が
3
日 、
県
庁
の
鼠
戻
ホ
ー

ル
優
し
く 、
夜
で
も
安
全
だ 。
沖
縄

g

心
一．

で
あ
り 、
海
外
か
ら
去
ロ
ー）
キこ
で
の
経
験
を

図
の
子
ど
も
た

‘-
．

16
人
と
県
内
参
加
者
15
人 、
駅
ち
と
共
有
し
た
い」
と
語
っ
た 。

外
参
加
者
1

人
が
出
席
し
た 。

一
行
は
2
日
こ
翠
戸

1
言
l

i
 

間
の
日
程
で
同
也
代
と
の
文
困

な
ど
を
通
し
て
冒
違
の
文い
六〗

自
然
を
学
ぶ

ウチ
ナー
ジュ
ニ
アス
タ
ディ
ー

事
業

で
沖
細を
訪
れた
海外の
県系人
子
弟

や限
内参
加
者ら11
3
日午
前 、
瞑庁

竺元←
げ
同
世
代
ら
と
交
流
へ

県
系
の
若
者
16
人
来
沖

74 



圧 一 ニ

沖縄で交流
歴史や文化を学習

ウ
チ，
7
9
1 ‘

テ
ィ
ー

75 



23 

@

|
 

ト
ル

ゃ ら が親睦
ニ ッ ク

ら 訪れた衰季ホ ー ム ス テ イ の中学
ト ン州

恒
例
の
男
女
に
分
か
れ
た
綱
引
き

網
引
き
は
阿
年

76 



沖縄県広報誌 「 ら 島沖縄」 201 5 年 9 月
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［ ウチナー ジュ ニ アス タ ディ ー事業 受入実績

(1) こ れま での海外参加者 ・ 引 率者 ・ 青年 リ ー ダー内訳
0 国別内訳

H13  H1  4 H l 5  H 1 6  H 1 7  
＊ 

ボリビア ぷ 2 ふ 2 2 

プラジル （ぷ
3 ぷ 3 ふ(I )  ( 1 )  

うちカ ンポグランデ ぷ l 
(｝) 

1 1 

アルゼンチン ぷ 占 2 占 ぷ
ペルー ふ 2 ふ 2 ぷ( 1 )  (l)  
ベネズエラ ふ
メキシコ ぷ
キューバ 1 

( i )  
1 

(1) (l)  
フランス ふ
イギリス ( } )  (i)  
ドイツ (}） 
アメリカ 品 ぶ ふ ふ ぶ

うちハワイ 2 ぷ 1 

うちグアム 1 
(�)  

カナダ ぷ 1 1 1 1 
( l )  

フィリ ピン ぶ ぷ ぷ 1 1 

シンガポール (i )  
マレーシア

韓国 (i) 
ニューカ レドニア

計
50 20 19 17 17 

( 1 7) (9) (9) (5) (5) 

0世代別内訳
H l 3  H l 4  H l 5  H 1 6  H 1 7  
＊ 

1 世 1 2 
2世 26 5 6 6 3 
3世 2 1  8 1 0  8 ， 
4世 3 7 3 2 3 
5世
計 50 20 1 9  1 7  1 7  

の 男 女別 内 訳
H 1 3  H 1 4  l-! 1 5 H l 6  I-1 1 7  ＊ 
30 ， 5 7 6 
20 1 1  1 4  1 0  ll 
50 20 19 17 17 

(2) こ れ ま での県内 ・ 県外参加者内訳

1-1 1 3  ! I l l  l 1 1 5  1 1  l li  l i 1 7  ＊ 
， 
24 1 3 7 •[-) 4 
1 7  1 1  1 8  1 5 1 5  

計 1 50 :） 1 25  4 )  （） 1 9  

（二砂長内 ・ 県外参加者の男女別 1)、1 ,l尺
1-1 1 3  1 1 1 1  H l 5  l l l (i  H l 7  
＊ 
1 5  (i 4 ! 5 
35 I S  、←"ヽム l (i 1 1  

ロ i | 30 □ i 25  こ （） 1 9  

（：i) こ 札 ま で の 参加仔合計 （海外、 県 内 ・ 県外）
0参加者合計

!―l ] 3 1 9 1 ; ! 1 1 :'i l i l t, 日 1 7
＊ 

社̀‘加, i午' 50 以I 19 1 7  1 7  
県 内 ・ 国 内 50 '..I I  25 2 (） 1 9  

計 1 00 II 44 :17 36 
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釘

＊ は ウ チナー ン チ ュ 大会開催年
（ ） 内 は、 平成23年度ま では引率者の人数、 平成24年度 か ら は青年 1) ー ダーの人数

H 1 9  H20 1-12 1  H22 H23 H24 H25 H26 H27 計＊ 

ぷ 1 1 ふ 3 1 2 3 2 器
ぷ 3 ふ ぶ ぷ 3 3 2 3 5 1  

( l )  ( 1 2) 
1 1 1 1 1 

(｝ ）  
1 1 翡

2 占 2 2 ぷ 1 3 2 2 盆
ぷ 1 ぷ 2 3 1 2 ふ 2 盆
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ぶ
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ぶ
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1 1 1 1 5 

I l 
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1 7  1 5  1 8  2 1  23  1 4  1 5  1 5 1 5  3 1 0  
(4) (4) (4) (5) (3) ( 1 )  (1 ) (1 ) ( 1 ) (7 5) 

※ 引 率者、 青年 リ ー ダー は含ま ない

H l 9  H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 計＊ 
1 1 1 7 

5 2 5 8 8 5 2 5 3 1 03 
8 5 8 7 8 4 6 7 4 126 
4 7 5 5 6 5 6 3 8 72 

1 2 
1 7  1 5  18  2 1  2 3  14  1 5  1 5  1 5  3 1 0  

※ 引 率者、 青年 リ ー ダー は含ま ない

H 1 9  H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 計＊ 
6 4 6 ， 1 0  6 6 6 7 1 32  
1 1  II 1 2  1 2  1 3  8 ， ， 8 1 78 
1 7  1 5  1 8  2 1  23  14  1 5  1 5  1 5  3 1 0  

＊ は ウ チナ ー ン チ ュ 大会開催年
※青年 リ ー ダー は含 ま な い
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※本報告書の内容 を許可な く 複写 ・ 複製 ・ 転載 ・ 翻訳をす る こ と を禁 じ ま す。
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